
　12月10日㈫、登別子育て支援センターで、
『おもちつき』を行いました。
　毎年人気を集めている『おもちつき』に、
今年は13組の親子が参加。子どもたちが一生
懸命餅をつく姿に、保護者たちからあたたか
い拍手が送られていました。
※関連記事13ページ。
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2020年８月１日登別市は市制施行50周年を迎えます
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　新年あけましておめでとうございます。
　市民の皆さまにおかれましては、希望にあ
ふれた新年をお迎えのことと、心よりお慶び
申し上げます。
　さて、昨年４月には、市議会議員の選挙が
行われ、本市議会に新たな議員４名が加わり
新体制となりました。今年は市制施行５０周年
を迎えますので、市議会においても議会基本
条例の順守と、次の５０年に向けたさらなる推
進のため、市民と身近な『開かれた議会』の
運営に努めるとともに、市民の皆さまの期待
と信頼に応えられる議会となるよう、絶えず
変化していく必要があると考えております。
　そのためにも、二元代表制を再確認し、議
会活動の充実と強化に努めるとともに、本市
議会における『継続的な議会改革の推進』、
『ペーパーレス化の推進』、『議会ＢＣＰ
（業務継続計画）の策定』の実現に向けて取
り組んでまいります。
　今後におきましても、市民の皆さまからの
ご意見などを十分お聞きして活発な議論を重
ね、市議会の改革・活性化に取り組みながら、
市民と協働する議会を目指し、全力を尽くし
てまいります。
　結びに、市民の皆さまにとりまして、本年
もご健勝で明るく、幸せにみちあふれた実り
多き年となりますことを心からご祈念申し上
げ、新年のごあいさつといたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　市民の皆さまにおかれましては、令和初と
なる新春を晴々しい気持ちでお迎えのことと、
心よりお慶び申し上げます。
　本年８月１日、登別市は市制施行５０周年を
迎えます。この大きな節目に向けて、市民の
皆さまをはじめ多くの団体、事業者の方々と
共にさまざまな準備を進めてまいりました。
　これまでも、3０周年、4０周年といった節目
をきっかけとして、多くの思いと共にまちづ
くりが加速し、今日の登別市が形作られてい
ます。
　市制施行５０周年では、多くの記念事業等を
通して、まちを思う人と人とのつながりをよ
り強固なものとし、1０年後、2０年後、さらに
その先も魅力あふれるまちであり続けるきっ
かけとしていきたいと思います。東京２０２
０オリンピック・パラリンピックの開催やウ
ポポイの開設などを生かして、まちの魅力や
資源を再確認し、多くの市民の皆さんのご参
画のもと、年齢や職種などを超えたさまざま
な世代が手を取り合いながら、まちづくりの
楽しさを知り、市民活動や産業活動のさらな
る活性化につなげ、本年を将来の登別市にと
って記念すべき年としてまいりましょう。
　結びに、本年が皆さまにとりましてより佳
き年となりますことを心よりお祈りし、新年
のごあいさつといたします。

登別市議会議長 登別市長

工藤 倶二雄

新年のごあいさつ

小笠原 春一
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 30周年（2000年）

 40周年（2010年）

これまでの周年事業

　
２
０
２
０
年
、
登
別
市
が
市
制
施
行

か
ら
半
世
紀
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
る
年
。
国
内
で
は
22
年
ぶ
り
と
な
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
、
隣
町
・
白
老
町
に
は
、
民

族
共
生
象
徴
空
間
『
ウ
ポ
ポ
イ
』
が
開

設
さ
れ
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
市
は
、
市
制
施
行
５０
周
年
を
記
念
し

た
事
業
を
通
し
て
、
市
の
歴
史
や
文
化

を
築
き
上
げ
た
先
達
へ
の
感
謝
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
市
の
魅
力
を
改
め
て
認

識
し
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手

を
見
い
だ
し
、
多
く
の
市
民
と
共
に
歩

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ち
の
活
力
と
も

い
え
る
市
民
活
動
や
産
業
活
動
を
活
性

化
さ
せ
、
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
参
画
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
携
わ
る
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

『
き
っ
か
け
』
と
な
る
よ
う
な
記
念
事

業
の
実
施
に
向
け
て
、
昨
年
よ
り
準
備

を
本
格
化
さ
せ
、
多
く
の
市
民
や
団
体
、

事
業
者
と
共
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
新
た
な
年
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん

は
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
を
ど
の
よ
う
に

過
ご
さ
れ
ま
す
か
。

　
市
内
で
行
わ
れ
る
記
念
事
業
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
参

画
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
こ
の
大

き
な
節
目
を
き
っ
か
け
に
、
興
味
が
あ

っ
て
も
そ
の
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
か
っ

た
こ
と
に
挑
戦
し
新
た
な
趣
味
を
み
つ

け
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り

組
ん
で
み
る
こ
と
も
よ
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
市
民

活
動
に
新
た
な
趣
向
を
加
え
て
み
る
こ

と
も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
２
０
２
０
年
が
、
次
の
５０
年
に
向
け

た
始
ま
り
と
な
り
、
市
民
皆
さ
ん
の
さ

ら
な
る
活
力
が
魅
力
あ
る
ま
ち
に
つ
な

が
り
ま
す
。
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わたしたちのまちの

民生委員・児童委員

担当区域

相談・援助

連携・協力
連携・協力

関係機関
民生委員・児童委員

地
域
を
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

•高齢の方がいる
　世帯
•障がいのある方
　がいる世帯
•生活に困窮して
　いる世帯
•子どもがいる
　世帯
•母子・父子世帯
　　　　　　など

•登別市
•登別市福祉
　事務所
•登別市社会
　福祉協議会
•登別市地域
　包括支援
　センター
•室蘭児童
　相談所
•登別市教育
　委員会
•医療機関
　　　　など

各種相談
見守り支援

世帯の状況把握
虐待の早期発見、
発生防止
ＤＶやいじめ、不
登校など、世帯が
抱える問題の把握

情報提供
世帯が必要として
いる福祉サービス
などについて情報
提供

民生委員・児童委員の活動

　令和元年12月１日㈰、民生委員・児童委員
の改選が行われ、市内では128名が厚生労働
大臣から民生委員・児童委員（うち12人が主
任児童委員）の委嘱を受けました。
　身近な相談相手として、地域の皆さんの悩
みごとや困りごとなど、さまざまな相談に応
じ、住み良い地域づくりに取り組む『民生委
員・児童委員』。今号では、民生委員・児童
委員について紹介します。

高
ま
る
ニ
ー
ズ

あ
な
た
の
そ
ば
に

　
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
と

も
に
、
家
族
形
態
や
価
値
観
が
多
様

化
し
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て

い
る
と
い
わ
れ
る
昨
今
。
高
齢
の
方

や
障
が
い
の
あ
る
方
、
子
育
て
や
介

護
を
し
て
い
る
方
な
ど
が
、
生
活
の

中
で
抱
え
て
い
る
問
題
や
疑
問
を
周

囲
に
相
談
で
き
ず
、
孤
立
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
そ
の
よ
う
な
と
き
、
地
域
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
支
援
を
行
う
の
が
『
民
生
委

員
・
児
童
委
員
』
で
す
。

　
相
談
者
と
同
じ
地
域
で
生
活
し
て

い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
自

ら
も
地
域
住
民
の
一
人
と
し
て
、
暮

ら
し
の
中
で
の
問
題
解
決
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
な
ど
を
親

身
に
な
っ
て
お
聞
き
し
、
必
要
に
応

じ
て
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の

関
係
機
関
と
の
『
つ
な
ぎ
役
』
と
な

っ
て
、
適
切
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
ほ

か
、
高
齢
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方

の
世
帯
の
見
守
り
や
安
否
確
認
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

中
に
は
、
『
主
任
児
童
委
員
』
と
い

う
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専
門

に
行
う
方
も
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
見
守
り
な
が
ら
、

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
妊
娠
中
の

心
配
ご
と
な
ど
が
あ
る
保
護
者
の
良

き
理
解
者
と
な
っ
て
、
相
談
や
支
援

な
ど
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
に
成
長
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
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　民生委員・児童委員が担う
役割は、時代の移り変わりと
ともに、より重要度が増して
いるものと感じています。
　人それぞれの生活スタイル
が多様化し、人と人とのつな
がりが希薄化しているといわ
れている中、住み慣れた地域
で共に生活する民生委員・児
童委員だからこそ、地域の小
さな声に気づくことができま
す。
　最近では、一人暮らしをし
ている高齢の方からの相談が多く、除雪やごみ捨てなど、
生活に直結する問題のほか、災害などへの不安といった精
神的な支えを求める声も多くあります。
　人それぞれ抱える問題はさまざまですが、私たち民生委
員・児童委員は可能な限り迅速に解決できるよう、委員同
士の情報交換はもちろん、悩んでいる人に寄り添い、孤立
や孤独を防ぐゲートキーパーの研修や『はいかい高齢者等
ＳＯＳネットワーク』を活用した模擬訓練など、各種研修
などに積極的に参加し、委員一人ひとりが日々研さんを積
んでいます。
　また、将来を担う子どもたちが健やかに成長できる地域
を目指すことも民生委員・児童委員の大きな役目の一つで
す。登下校時の挨拶運動や見守り活動をはじめ、いじめや
不登校、育児の不安などについても、積極的に関わり、必
要に応じた支援を行うことができるよう、日頃から関係機
関や団体との連携強化にも努めています。
　民生委員・児童委員の活動で、より多くの笑顔につなげ
ていきたいと考えていますので、ぜひ、お住まいの地域の
民生委員・児童委員を確認いただき、どんなことでも気軽
に相談ください。

登別市民生委員児童委員登別市民生委員児童委員
協議会　会長協議会　会長

太
おお

田
た

 通
とおる

さん

より多くの笑顔が
あふれる地域を
目指して

18年に渡り民生委員・児童委
員として活動。中央西地区民
生委員児童委員協議会の会長
でもある。このほか、幌別西
地区青少年健全育成協議会会
長や町内会の新和会副会長な
ども務め、より住みやすいま
ちづくりに尽力している。

気
軽
な
相
談
窓
口

　
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域

の
実
情
を
よ
く
知
り
、
福
祉
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
理
解
と

熱
意
を
も
っ
た
方
が
、
地
域
か
ら
の

推
薦
を
受
け
、
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
受
け
る

相
談
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、
各

委
員
は
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
人

々
と
顔
を
合
わ
せ
、
困
り
ご
と
な
ど

が
な
い
か
を
確
認
し
た
り
、
新
た
な

制
度
な
ど
の
情
報
収
集
に
あ
た
っ
た

り
、
委
員
同
士
の
情
報
交
換
や
各
種

研
修
会
へ
の
参
加
な
ど
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
は
、
個
人
の
私
生
活
に
立
ち
入

る
こ
と
も
あ
り
、
相
談
者
と
の
信
頼

関
係
な
く
し
て
、
つ
な
ぎ
役
を
担
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

活
動
で
知
り
得
た
情
報
に
つ
い
て
は
、

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
相

談
上
の
秘
密
は
し
っ
か
り
と
守
ら
れ

ま
す
。

　
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
へ
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

　
相
談
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

○
在
宅
福
祉
　

・・�

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

の
だ
ろ
う
か

・・�

家
族
の
介
護
に
つ
い
て
、
話
を

聞
い
て
ほ
し
い

・・�

ト
イ
レ
や
お
風
呂
な
ど
に
立
ち

上
が
る
た
め
の
手
す
り
を
付
け

た
い
が
、
何
か
助
成
は
あ
る
の

だ
ろ
う
か

○
育
児
・
教
育
　

・・�

赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
る
ま
で
に

何
か
し
て
お
く
こ
と
は
あ
る
の

だ
ろ
う
か

・・�

し
つ
け
に
自
信
が
な
い

・・�

子
ど
も
が
、
学
校
に
行
き
た
が

ら
な
い

○
生
活
　

・・�

環
境
が
急
変
し
て
、
生
活
が
苦

し
い

・・�

一
人
暮
ら
し
で
何
か
あ
っ
た
ら

心
配
だ

・・�

詐
欺
被
害
に
あ
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い

○
年
金
・
保
険
　

・・�

年
金
に
関
し
て
必
要
な
手
続
き

は
あ
る
の
だ
ろ
う
か

・・�

自
分
が
加
入
で
き
る
健
康
保
険

は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か

○
健
康
　

・・�

高
齢
の
親
が
で
き
る
何
か
良
い

運
動
は
な
い
だ
ろ
う
か

・・�

近
所
と
の
付
き
合
い
が
う
ま
く

い
か
ず
、
気
持
ち
が
ふ
さ
ぎ
こ

ん
で
し
ま
う

○
家
族
関
係
　

・・�

夫
婦
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い

・・�

親
か
ら
の
相
続
に
関
し
て
兄
弟

間
で
も
め
て
い
る

○
住
居
　

・・�

立
ち
退
き
を
求
め
ら
れ
て
い
る

・・�

隣
家
と
の
境
界
線
が
分
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た

○
生
活
環
境
　

・・�

近
所
の
空
き
家
が
心
配
だ

・・�

怒
鳴
り
声
や
泣
き
声
が
近
隣
で

聞
こ
え
る
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わたしたちのまちの
民生委員・児童委員







人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

ドジッタマザーズ
今
年
で
設
立
か
ら
43
年
目
を
迎
え

た
『
ド
ジ
ッ
タ
マ
ザ
ー
ズ
』
は
、
市

教
育
委
員
会
が
主
催
し
た
『
卓
球
教

室
』
を
受
講
し
た
方
に
よ
っ
て
結
成

さ
れ
た
卓
球
サ
ー
ク
ル
で
す
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
５０
代
か
ら

7０
代
ま
で
の
女
性
17
人
・
男
性
３
人

の
計
2０
人
。
毎
週
水
・
木
曜
日
の
1０

時
か
ら
1５
時
ま
で
、
総
合
体
育
館
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

「
卓
球
は
、
相
手
が
打
っ
て
き
た

球
に
素
早
く
反
応
す
る
機
敏
さ
や
台

の
周
囲
を
広
く
動
き
回
る
体
力
が
重

要
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
会
員
に
は
初

心
者
の
方
も
い
ま
す
が
、
会
員
そ
れ

ぞ
れ
の
力
量
に
合
わ
せ
て
、
ラ
リ
ー

や
サ
ー
ブ
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
多

様
な
練
習
を
積
み
重
ね
、
技
術
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の

は
、
代
表
で
あ
り
指
導
者
も
務
め
る

長な
が

尾お

恵け
い

子こ

さ
ん
。

毎
週
の
運
動
が
健
康
づ
く
り
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
長
尾
さ
ん

は
、
「
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
年
５

回
ほ
ど
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

普
段
の
生
活
で
は
味
わ
え
な
い
緊
張

感
が
楽
し
め
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で

す
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

1０
年
前
に
入
会
し
た
と
い
う
藤ふ

じ

原わ
ら

鶴つ
る

子こ

さ
ん
は
「
運
動
不
足
を
解
消
し

た
く
て
入
会
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

同
士
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
っ
た
り
、

休
憩
時
間
に
一
緒
に
お
弁
当
を
食
べ

る
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
が
大
好
き
で
す
」
と
笑
顔
を
見

せ
ま
す
。

初
心
者
・
未
経
験
者
も
大
歓
迎
の

『
ド
ジ
ッ
タ
マ
ザ
ー
ズ
』
。
活
動
に

興
味
の
あ
る
方
は
代
表
の
長
尾
さ
ん

（
☎
�
７
３
３
５
）
ま
で
。

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
83
回

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、
『
自
分
た
ち
の
地

　
太
平
洋
に
面
し
、
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
を

は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い

る
登
別
市
に
は
、
地
震
や
津
波
、
洪
水
、
土

砂
災
害
、
火
山
噴
火
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
自
分
の
命

を
自
分
で
守
る
『
自
助
』
・
地
域
で
協
力
し

て
互
い
を
守
る
『
共
助
』
・
行
政
な
ど
が
支

援
を
行
う
『
公
助
』
の
連
携
が
大
切
で
す
。

特
に
、
災
害
の
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ

て
、
行
政
な
ど
に
よ
る
支
援
が
届
く
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
多
く
、
『
自
助
』
と

『
共
助
』
の
重
要
度
が
増
し
て
き
ま
す
。

地
域
の
絆
で
命
を
守
る
『
自
主
防
災
組
織
』

地
域
の
絆
で
命
を
守
る
『
自
主
防
災
組
織
』

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
１
１
３
０
）

▲�軽快にラリーを繰り広げるメンバー

▲�令和元年９月17日㈫に行い、約
100人が参加した自主防災組織防
災研修会

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
』
と
い
う
『
共
助
』

の
意
識
の
も
と
、
町
内
会
や
自
治
会
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
防
災
活
動
を
行

っ
て
い
る
団
体
で
す
。

　
災
害
に
よ
る
地
域
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
防
災
訓
練
・
防
災
に
関
す
る
講

演
会
な
ど
の
実
施
、
地
域
に
危
険
な
場
所
が

な
い
か
な
ど
の
確
認
、
防
災
資
機
材
の
整
備
・

点
検
な
ど
を
通
し
て
、
備
え
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
12
月
末
日
現
在
、
市
内
で
は
計

39
団
体
が
『
自
主
防
災
組
織
』
と
し
て
活
動

し
て
お
り
、
活
動
団
体
数
は
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
市
は
、
自
主
防
災
組
織
の

設
立
や
防
災
活
動
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、

必
要
な
資
機
材
購
入
の
補
助
や
自
主
防
災
組

織
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
、

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
参
加
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
地

域
の
組
織
を
知
り
た
い
・
活
動
に
興
味
が
あ

る
と
い
う
方
は
、
総
務
グ
ル
ー
プ
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
を
ご
存
じ
で
す
か

卓球で明るく楽しく、
良い汗をかきませんか

8 ２０２０．１月号 � 防災メモ・仲間たち



▶改定時期　令和３年４月１日㈭
▶改定手数料

区分 現行

➡
改定案

１枚当たり 10枚単位 １枚当たり 10枚単位

燃やせる
ごみ

40㍑ 80円 800円 120円 1,200円
30㍑ 60円 600円 90円 900円
20㍑ 40円 400円 60円 600円
10㍑ 20円 200円 30円 300円

燃やせない
ごみ

40㍑ 80円 800円 120円 1,200円
30㍑ 60円 600円 90円 900円
20㍑ 40円 400円 60円 600円
10㍑ 20円 200円 30円 300円

ごみ処理券 160円 － 240円 －

区分 現行 ➡ 改定案

１回当たり
100㌔㌘まで500円、
100㌔㌘を超え、10㌔
㌘ごとに50円

100㌔㌘まで800円、
100㌔㌘を超え、10㌔
㌘ごとに80円

ごみ処理手数料・ごみ処分手数料の改定案

住民・事業者住民・事業者
説明会を開催しました説明会を開催しました

○ごみ処理手数料

※改定による年間影響額【モデル世帯：夫婦、子ども２人】
　�燃やせるごみ30㍑を週２回排出した場合…3,120円の負担増
� （１カ月当たり260円）
　燃やせないごみ30㍑を年４回排出した場合…　120円の負担増

○ごみ処分手数料

　12月17日㈫～19日㈭に、市内３カ所で市民・事
業者説明会を開催し、ごみ処理手数料・ごみ処分
手数料改定に関する市の考え方をお聞きいただき、
手数料改定に対する意見を伺いました。

ご
み
関
連
手
数
料
有
料
化
の

ご
み
関
連
手
数
料
有
料
化
の

考
え
方

考
え
方 ご

み
関
連
手
数
料�

の
見
直
し
に

�

つ
い
て

ご
み
関
連
手
数
料
見
直
し
の
必
要
性

ご
み
関
連
手
数
料
見
直
し
の
必
要
性

　
な
お
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
専
門
的
な
知
識

を
も
つ
方
々
で
構
成
さ
れ
る
『
登
別
市
環
境
保

全
審
議
会
』
や
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

参
考
に
検
討
を
よ
り
深
め
、
方
針
を
決
定
し
て

い
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
２
９
５
８
）

　市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
指
定
ご
み
袋
を
購
入
す
る
こ
と
で
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
『
ご
み
処
理
手
数
料
』
と
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
ご
み
を
持
ち
込
む
際
に
負
担
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
『
ご
み
処
分
手
数
料
』
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
現

在
に
お
け
る
ご
み
関
連
手
数
料
改
定
に
関
す
る
市
の
考
え
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

手
数
料
改
定
に
関
す
る
市
の
考
え
方
に

つ
い
て
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
市
は
、
平
成
12
年
４
月
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

タ
ー
の
稼
働
と
合
わ
せ
て
、
ご
み
の
排
出
抑
制

や
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
、
排
出
量
に
応
じ
た
手

　
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
処
理
に
か
か
る
経
費

の
2０
㌫
程
度
を
市
民
や
事
業
者
の
方
に
、
残
る

8０
㌫
程
度
を
税
収
な
ど
で
賄
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
市
は
こ
れ
ま
で
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

運
転
管
理
の
民
間
委
託
に
よ
る
業
務
体
制
の
見

直
し
や
使
用
電
力
の
削
減
の
ほ
か
、
施
設
本
体

の
延
命
化
対
策
に
よ
る
経
費
低
減
な
ど
を
図
り
、

手
数
料
の
引
き
上
げ
を
抑
制
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
源
回
収
物
や
再
生
展
示
品
な
ど
に

よ
る
収
入
の
確
保
な
ど
に
も
努
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
ク
リ
ン
ク

ル
セ
ン
タ
ー
の
中
間
改
修
事
業
に
係
る
公
債
費

の
増
加
や
労
務
単
価
・
資
材
価
格
の
高
騰
、
人

口
減
少
に
伴
う
手
数
料
収
入
の
減
少
な
ど
に
加

え
、
平
成
29
年
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

伺
い
決
定
し
た
白
老
町
と
の
１
市
１
町
に
よ
る

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
継
続
運
営
に
伴
う
令

数
料
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
る
費
用
負
担
の
公

平
性
の
確
保
な
ど
を
目
的
に
手
数
料
の
一
部
有

料
化
を
導
入
し
ま
し
た
。

和
12
年
度
以
降
に
向
け
た
財
政
的
な
備
え
を
考

慮
す
る
と
、
目
安
と
な
る
2０
㌫
を
大
き
く
下
回

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
手
数
料
の
見
直
し
が
必

要
と
い
う
考
え
に
至
り
ま
し
た
。

　
手
数
料
の
改
定
案
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
の
1０
年
間
に
お
け
る

経
費
の
総
額
な
ど
か
ら
算
定
す
る
と
と
も
に
、

市
民
生
活
に
直
結
す
る
手
数
料
の
改
定
で
あ
る

こ
と
を
ふ
ま
え
、
十
分
な
周
知
期
間
を
確
保
す

る
た
め
、
改
定
時
期
に
つ
い
て
は
令
和
３
年
４

月
と
し
て
い
ま
す
。
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中
なか

山
やま

 満
みつ

晴
はる

さん�（若草町）
▶申告書にはマイナンバーの記載が必要です

インターネットで
確定申告をすることができます

『令和元年分の所得税・復興特別所得税の確定申告』
『令和２年度市・道民税申告』の受け付けが始まります

問い合わせ　税務グループ（☎�１１５５）、室蘭税務署（☎�４１５１）

※�番号確認書類について…控除対象配偶者や扶養
親族、事業専従者がいる方は、それぞれのマイ
ナンバーが確認できるものも持参してください。
※�身元確認書類について…申告者本人の身元を確
認できる書類のみ、持参または写しを添付して
ください。控除対象配偶者や扶養親族などの分
については不要です。

・マイナンバーカードをお持ちの方
　…マイナンバーカードをお持ちください
・マイナンバーカードをお持ちでない方
　…�番号確認書類と身元確認書類が一つずつ必要
です

　必ず『医療費控除の明細書』を作成の上、お越
しください。医療費控除の明細書の作成見本と用
紙は、税務グループ（市役所１階６番窓口）や各
支所に備え付けてあります。
　なお、医療費の領収書は提出不要ですが、市役
所での申告の際は、領収書を確認しますので持参
してください。また、税務署から領収書の提示や
提出を求められる場合がありますので、５年間保
存する必要があります。
※�医療費通知（医療費のお知らせ）を添付すると
「医療費控除の明細書」の記入を簡略化できま
す。

　国税庁ウェブサイトの『確定申告書等作成コー
ナー』では、所得税及び復興特別所得税、消費税及
び地方消費税並びに贈与税の確定申告書などを作成
し、ｅ

イ

－
ー

Ｔ
タ ッ ク ス

ａｘ（電子申請）を利用して提出するこ
とができます。
　また、１年間の所得が給与所得や年金収入・副業
等の雑所得、一時所得のみの方は、スマートフォン
やタブレットから『確定申告書等作成コーナー』に
アクセスすることで、操作が簡単なスマートフォン
専用の画面で利用することができます。
※�詳しくは国税庁のウェブサイトをご覧ください。

　印鑑（朱肉を使うもの）、マイナンバーカード
（個人番号カード）または番号確認書類と身元確
認書類、前年の収入金額を証明する書類（『給与
所得の源泉徴収票』や『公的年金等の源泉徴収票』
などの原本）、各保険料控除証明書類、障害者手
帳、預金通帳（還付金が発生する場合）など。

※�確定申告により所得税の還付金が生じる方、市・道民税申告をする方は１月６日㈪より申告することがで
きます。２月中旬から混雑が予想されますので、書類が揃い次第、早めの申告をお願いします。

※�２月14日㈮までは確定申告会場を開設していませんので、確定申告のご相談は２月17日㈪以降にお越しく
ださるようお願いします。

　公的年金などの収入金額が400万円以下でその他の所得が20万円以下の方は確定申告が不要ですが、源泉
徴収された税額の還付を受ける場合は確定申告をする必要があります。
　また、確定申告が不要な方であっても、市・道民税の申告をすることで扶養控除や社会保険料控除、生命
保険料控除、地震保険料控除、医療費控除などを追加することができますので、詳しくは税務グループに問
い合わせください。

　登別市受付　

　室蘭税務署確定申告会場　

　申告に必要なもの　 　医療費控除を受けられる方へ　

場　　所 月　　日 受付時間 申告区分

市役所１階
６番窓口

１月６日㈪～22日㈬
（土・日曜日、祝日を除く）

９時～11時30分
13時～16時30分
（３月１日㈰は
　15時30分まで
　です）

確定申告、
市・道民税申告

３月１日㈰
市役所

３階第１会議室
１月23日㈭～３月16日㈪
（土・日曜日、祝日を除く）

鷲別公民館 ２月25日㈫～27日㈭
婦人センター ３月２日㈪・３日㈫

登別温泉ふれあいセンター ３月６日㈮

場　　所 月　　日 受付時間 申告区分
室蘭税務署

室蘭地方合同庁舎
２月17日㈪～３月16日㈪
（土・日曜日、祝日を除く） ９時～16時 確定申告

番号確認書類
◦�個人番号通知カード
◦�住民票の写しまたは
住民票記載事項証明
書（個人番号の記載
があるもの）

身元確認書類
◦�運転免許証
◦�公的医療保険の被保険
者証
◦�パスポート
◦�障害者手帳
◦�在留カード　など

＋
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「
五
段
位
は
、
そ
ば
打
ち
の
技
術
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
ば
に
関
す
る
幅
広
い
知

識
や
日
々
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
試

さ
れ
ま
す
。
五
段
位
に
挑
戦
す
る
と
決

め
て
か
ら
、
そ
ば
打
ち
仲
間
に
合
格
ま

で
に
は
３
回
ぐ
ら
い
受
験
す
る
の
が
普

通
だ
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
や
る
気
に
火

が
つ
き
ま
し
た
」
と
見
事
に
１
回
目
の

挑
戦
で
合
格
し
た
五
段
位
認
定
審
査
を

笑
顔
で
振
り
返
る
中
山
さ
ん
。

6０
歳
の
定
年
退
職
を
機
に
何
か
に
挑

戦
し
た
い
と
考
え
、
登
別
蕎
麦
道
場
の

体
験
会
に
参
加
し
た
と
い
う
中
山
さ
ん

は
、
「
調
理
が
好
き
だ
っ
た
と
か
、
そ

ば
が
好
物
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
な
く
、

気
軽
な
気
持
ち
で
打
っ
て
み
た
ら
、
奥

が
深
い
。
そ
ば
打
ち
は
『
水
回
し
・
こ

ね
』
か
ら
始
ま
り
、
『
の
し
』
、
『
切

り
』
と
３
工
程
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工

程
に
つ
い
て
、
道
場
の
先
輩
な
ど
の
教

え
を
受
け
た
り
、
試
行
錯
誤
し
た
り
し

て
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
1０
年
以
上

経
っ
て
い
ま
し
た
」
と
そ
ば
打
ち
の
魅

力
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

中
山
さ
ん
は
、
そ
ば
を
通
し
て
で
き

た
仲
間
も
大
き
な
財
産
と
言
い
ま
す
。

「
道
場
の
会
員
は
、
年
齢
も
身
分
も

関
係
な
く
、
そ
ば
打
ち
が
好
き
と
い
う

共
通
の
趣
味
が
つ
な
い
だ
仲
間
。
お
祭

り
や
大
会
な
ど
を
通
し
て
、
道
内
外
の

「
私
自
身
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、

そ
ば
打
ち
の
楽
し
さ
は
、
体
験
し
て
初

め
て
分
か
り
ま
し
た
。
新
た
な
こ
と
に

挑
戦
す
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
が
、

そ
の
分
、
得
る
も
の
も
大
き
い
」
と
い

う
中
山
さ
ん
は
、
最
近
で
は
、
登
別
温

泉
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
会
社
と
連
携
し
て
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
か
ら
の
外
国
人
観

光
客
に
も
そ
ば
打
ち
の
楽
し
さ
を
伝
え

て
い
る
と
い
い
ま
す
。

「
日
本
の
そ
ば
文
化
は
、
海
外
に
も

誇
れ
る
も
の
。
特
に
自
分
で
打
っ
た
そ

ば
は
、
格
別
で
す
」
と
い
う
中
山
さ
ん

は
、
今
日
も
そ
ば
打
ち
の
魅
力
を
多
く

の
人
に
伝
え
て
い
ま
す
。

そ
ば
打
ち
同
好
会
と
の
交
流
も
生
ま
れ
、

親
睦
を
深
め
た
り
、
技
術
の
交
流
を
し

て
い
る
う
ち
に
、
全
国
各
地
に
仲
間
が

で
き
ま
し
た
」
。

挑
戦
の
先
に

そ
ば
文
化
の
さ
ら
な
る
普
及

▲�そば打ちの重要な工程の一つ『水回し』
のコツを会員に教える中山さん

昭和22年、室蘭市生まれ。72歳。
長年勤めた運送会社を定年退職したのち、『登別蕎麦道場』の
門をくぐり、そば打ちを探究。平成27年から登別蕎麦道場の代
表を務め、全国各地のイベントなどでそばの魅力を発信してい
る。現在は、菊作りにも挑戦している。

中
なか

山
やま

 満
みつ

晴
はる

さん�（若草町）

　『そば』を通した地域振興などに取り組
んでいる一般社団法人『全麺協』が令和元
年度に行った『素人そば打ち段位認定審査』
において、中山満晴さんは胆振管内で初と
なる最高位・５段位に見事合格しました。
　今号では、そば打ちの技術習得とそば打
ちを通したまちづくりへの貢献を目的とし
て活動している『登別蕎麦道場』で、日々
『そば道』を追究する中山さんに、そば打
ちの魅力について伺いました。

そば打ちが広げた
仲間の輪
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12
� 1

12
� 6

11
� 22

　
12
月
１
日
㈰
、
幌
別
東
小
学
校
で
『
開
校
５０
周
年
記
念
式

典
』
（
同
校
開
校
５０
周
年
記
念
事
業
協
賛
会
主
催
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
4５
年
の
開
校
以
来
、
地
域
の
人
々
と
と
も
に
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
や
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
昨
年
度
末
ま
で
に
２
千

19
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
た
同
校
。
開
校
か
ら
半
世
紀

と
い
う
節
目
の
年
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
記
念
看
板
の
設
置

や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
作
成
な
ど
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
記
念

行
事
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
在
校
生
や
卒
業
生
、
地
域
住
民
な
ど
約
200
人
が
出
席
し
た

こ
の
日
は
、
開
校
５０
周
年
記
念
協
賛
会
・
山や

ま

田だ

正ま
さ

幸ゆ
き

会
長
が

「
幌
別
東
小
学
校
は
地
域
と
一
体
と
な
り
、
と
も
に
歩
み
続

け
て
き
ま
し
た
。
５０
周
年
を
節
目
に
、
地
域
の
魅
力
や
活
力

を
生
か
し
、
さ
ら
に
特
色
あ
る
学
校
と
し
て
発
展
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
式
典
後
半
に
は
、
５０
周
年
と
い
う
節
目
を
祝
う
た
め
に
製

作
し
た
記
念
映
像
や
同
校
の
在
校
生
に
よ
る
郷
土
芸
能
『
幌

別
駒
お
ど
り
』
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
出
席
者
た
ち
は
同
校
の

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
さ
ら
な

る
発
展
を
願
い
ま
し
た
。

登別市立幌別東小学校登別市立幌別東小学校
開校50周年記念式典開校50周年記念式典

50年の伝統とともに未来へ

幌
別
地
区
繁
華
街

歳
末
飲
酒
運
転
根
絶
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
11
月
22
日
㈮
、
市
民
会
館
で
、
『
第
５
回
国
際
理
解
講

座
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
経
済
界
協
議
会
の
協
力
の

も
と
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
に
1０
年
間
の
留
学
経
験
が
あ
る

北
海
道
大
学
の
高た

か

橋は
し

美み

野の

梨り

助
教
を
講
師
に
招
き
、
デ
ン

マ
ー
ク
と
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
し
た
約
6０
人
の
参
加
者
は
、
実
際
の
生

活
の
中
で
気
づ
い
た
日
本
と
の
違
い
の
ほ
か
、
氷
河
・
氷

山
、
オ
ー
ロ
ラ
な
ど
の
北
欧
特
有
の
大
自
然
や
手
厚
い
福

祉
政
策
と
経
済
情
勢
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
写
真
な
ど

を
用
い
た
説
明
を
聞
き
、
知
識
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
を
よ
り
身
近
に

　
12
月
６
日
㈮
、
幌
別
地
区
（
中
央
町
）
の
繁
華
街
で
、

『
幌
別
地
区
繁
華
街
歳
末
飲
酒
運
転
根
絶
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
飲
酒
運
転
や
冬
道
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
へ
の
注
意

喚
起
に
加
え
、
路
上
強
盗
や
ひ
っ
た
く
り
な
ど
へ
の
防

犯
意
識
の
向
上
を
図
る
同
パ
ト
ロ
ー
ル
。
室
蘭
警
察
署

や
登
別
市
交
通
安
全
協
会
、
町
内
会
な
ど
か
ら
約
4０
人

が
参
加
し
、
夜
の
繁
華
街
を
巡
っ
て
、
飲
酒
運
転
根
絶

を
訴
え
る
ポ
ス
タ
ー
や
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
啓
発
グ
ッ

ズ
の
配
布
を
行
い
、
店
主
や
来
店
者
の
飲
酒
運
転
根
絶

な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

事
件
や
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

▲�パトロールを前に気持ちを一つにする参加者たち

▲�デンマーク王国での生活に興味津々の受講者

　

２
０
２
０
年
登
別
市
市
制
施
行
50
周
年
記
念
　

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
　

　

登
別
市
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
　
　
　
　
　
　

第
５
回
国
際
理
解
講
座

▲�地域のみなさんとともに練習を重ねた『幌別
駒おどり』を披露する児童たち

▲�主催者を代表し、出席者に感謝を伝える坂
さか

本
もと

博
ひろし

校長
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12
� 19

12
� 14

12
� 10

　
12
月
19
日
㈭
、
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て
市
と
包
括
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保

険
株
式
会
社
と
連
携
し
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
で
行
う

サ
ッ
カ
ー
『
デ
フ
サ
ッ
カ
ー
』
の
日
本
代
表
・
松ま

つ

元も
と

卓た
く

巳み

さ

ん
を
講
師
に
招
き
、
幌
別
中
学
校
体
育
館
で
『
あ
い
サ
ポ
ー

ト
運
動
』
の
一
環
と
し
た
講
演
と
手
話
教
室
（
市
主
催
）
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ

が
も
つ
価
値
へ
の
理
解
促
進
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
推
進
校
の
拠

点
校
で
あ
る
幌
別
中
学
校
の
全
生
徒
と
協
力
校
で
あ
る
幌
別

小
学
校
・
幌
別
東
小
学
校
の
５
・
６
年
生
約
300
人
を
対
象
と

し
た
今
回
。

　
生
ま
れ
つ
き
聴
覚
の
な
い
混
合
性
難
聴
の
松
元
さ
ん
か
ら
、

普
段
の
生
活
の
中
で
感
じ
た
苦
労
や
デ
フ
サ
ッ
カ
ー
と
の
出

会
い
な
ど
を
聞
く
と
と
も
に
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
手
話
の
あ

い
さ
つ
な
ど
を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
。

　
聴
覚
障
が
い
の
特
性
や
必
要
な
配
慮
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　２０２０年登別市市制施行50周年記念　
あいサポート運動あいサポート運動
～オリンピック・パラリンピック教育推進事業～～オリンピック・パラリンピック教育推進事業～

誰もが暮らしやすい社会へ

　
12
月
14
日
㈯
、
し
ん
た
21
で
、
『
第
３
回
お
れ
ん
じ

ふ
ぉ
ー
ら
む
』
（
登
別
市
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
・
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
講
演
な
ど
を
行
う
同
ふ
ぉ
ー
ら
む
。
今
回

は
、
認
知
症
の
症
状
の
一
つ
で
あ
る
幻
視
な
ど
を
Ｖ
Ｒ

（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）
を
通
し
て
体
験
。
認

知
症
の
方
が
見
て
い
る
世
界
を
目
の
当
た
り
に
し
た
参

加
者
た
ち
は
、
認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方
な
ど
に
つ
い

て
改
め
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
一
人
で
あ
る

瀧た
き

川か
わ

佳よ
し

子こ

さ
ん
は
「
映
像
は
と
て
も
現
実
的
で
恐
怖
を

感
じ
ま
し
た
が
、
認
知
症
の
方
の
気
持
ち
や
望
む
対
応

を
考
え
る
際
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
今

後
に
生
か
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
12
月
1０
日
㈫
、
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、

『
お
も
ち
つ
き
』
を
行
い
ま
し
た
。

　
古
く
は
、
節
目
節
目
に
行
わ
れ
て
い
た
『
お
も
ち
つ

き
』
。
今
で
は
、
体
験
す
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
毎
年
、
多
く
の
親
子
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
13
人
の
小
さ
な
力
持
ち
が
挑
戦
。
保

護
者
か
ら
の
応
援
を
背
に
受
け
、
自
分
の
腕
よ
り
も
長

い
『
き
ね
』
を
力
い
っ
ぱ
い
振
り
上
げ
て
、
見
事
な
餅

を
つ
き
上
げ
ま
し
た
。

　
も
ち
つ
き
の
後
に
は
、
つ
き
た
て
の
餅
を
頬
張
り
、

満
面
の
笑
み
を
こ
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。

最
新
の
技
術
で
疑
似
体
験

お
い
し
い
お
も
ち
に
な
あ
れ

▲�ＶＲ装置をつけて、映像を見る参加者

▲�先生に手伝ってもらいながら、一生懸命餅をつく子ども

第
３
回
お
れ
ん
じ
ふ
ぉ
ー
ら
む

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
も
ち
つ
き

▲�組み合わせによって違った意味の言葉になる手
話を学ぶ子どもたち

▲�子どもたちに夢や目標に向かって努力を続けて
ほしいと将来に向けたエールを送る松元さん

13  ２０２０．１月号  東　奔　西　走



く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

２月の粗大ごみ収集

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎�0200）
※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

　
市
・
道
民
税
（
普
通
徴
収
第
４

期
）
、
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴

収
第
８
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通

徴
収
第
７
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
（
普
通
徴
収
第
７
期
）
の
納

期
限
は
１
月
31
日
㈮
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
☎
�
１
１

５
５
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

　
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格

の
有
効
期
限
は
５
年
間
と
な
っ
て
お

り
、
資
格
登
録
者
は
５
年
ご
と
に
更

新
の
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

更
新
対
象
者
に
は
資
格
登
録
更
新

実
施
案
内
や
申
込
書
な
ど
を
郵
送

し
ま
す
。
住
所
な
ど
が
変
更
と
な

っ
て
い
る
対
象
の
方
は
、
更
新
案

　
令
和
２
年
度
の
償
却
資
産
の
申
告

期
限
は
、
１
月
31
日
㈮
で
す
。

　
土
地
や
家
屋
の
ほ
か
、
償
却
資
産

（
事
業
用
の
資
産
）
に
つ
い
て
も
、

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
償
却
資
産
を

お
持
ち
の
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

※�

市
は
12
月
中
旬
に
申
告
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
が
、
届
い
て
い
な
い

場
合
や
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
５
５
）

　
訓
練
に
伴
い
防
災
行
政
無
線
の
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。
実
際
の
災

害
と
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

日
時
　
１
月
22
日
㈬
14
時
こ
ろ

場
所
　
市
内
全
域

※�

気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ

（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

内
な
ど
が
届
い
て
い
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
変
更

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対�

象
者
　
平
成
26
年
度
に
北
海
道
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
に

合
格
し
た
方
、
ま
た
は
資
格
登
録

更
新
手
続
き
を
行
っ
た
方
で
、
資

格
登
録
期
間
が
令
和
２
年
３
月
31

日
㈫
で
満
了
す
る
方

受�

付
期
間
　
１
月
９
日
㈭
か
ら
16
日

㈭
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
９
時
～
12
時
、
13
時
～
1５

時
3０
分

受�

付
場
所
　
下
水
道
グ
ル
ー
プ
（
市

役
所
第
２
庁
舎
２
階
）

手�
数
料
　
７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を

含
む
更
新
手
数
料
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
Ｇ

�

（
☎
�
９
０
５
２
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

令
和
元
年
度
北
海
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
資
格

登
録
更
新
を
忘
れ
ず
に

１
月
は
償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）

の
申
告
月
で
す

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

地　区 収集期間 申込期間

富士町 ２月３日㈪～
２月８日㈯　

１月20日㈪～
１月31日㈮　

柏木町 ２月10日㈪～
２月15日㈯　

１月27日㈪～
２月７日㈮　

常盤町 ２月17日㈪～
２月22日㈯　

２月３日㈪～
２月14日㈮　

桜木町 ２月24日㈪～
２月29日㈯　

２月10日㈪～
２月21日㈮　

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚1６0円）』
を貼って出してください（１回につき５品まで）。

室蘭税務署からのお知らせ室蘭税務署からのお知らせ
～法定調書の提出について～～法定調書の提出について～

　令和元年分の『給与所得の源泉徴収票等の法定
調書』及び『給与所得の源泉徴収票等の法定調書
合計表』の提出は所轄税務署へ、『給与支払報告
書（個人別明細書・総括表）』や『退職所得の特
別徴収票』などの提出は受給者の居住する市町村
へ、それぞれ区分して１月31日㈮までに提出して
ください。
※�税務署提出の法定調書は、ｅ

イ

－
ー

Ｔ
タ ッ ク ス

ａｘや光ディ
スク（ＣＤ・ＤＶＤなど）でも提出できます。

・・法定調書関係　
　室蘭税務署管理運営部門（☎�４１５１）
・・給与支払報告書関係　
　市役所１階税務グループ（☎�１１５５）

問い合わせ
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



写真で語る昔の

方
②�

第
２
号
被
保
険
者
…
会
社
員
や
公

務
員
な
ど
、
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
る
方

③�

第
３
号
被
保
険
者
…
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

加
入
に
つ
い
て
　

①�

の
方
…
日
本
年
金
機
構
か
ら
国
民

年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま

す
。
手
続
き
は
不
要
で
す
。
た
だ

し
、
2０
歳
に
な
っ
て
か
ら
２
週
間

程
度
経
過
し
て
も
国
民
年
金
加
入

の
お
知
ら
せ
が
届
か
な
い
場
合
は
、

年
金
・
長
寿
医
療
グ
ル
ー
プ
や
各

支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
７
）

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

②�

の
方
…
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
手

続
き
に
併
せ
て
行
う
た
め
、
個
別

の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

③�

の
方
…
第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務

先
を
通
し
て
加
入
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

加
入
の
手
続
き
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
加
入
の
手
続
き
を
す
る
際

に
は
年
金
手
帳
と
印
鑑
が
必
要
で

す
。

※�

学
生
や
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
方
は
『
学
生
納
付

特
例
』
や
『
納
付
猶
予
制
度
』
な

ど
、
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
相
談
し

　
市
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
避
難
支
援
や
安
否
確
認
に

利
用
で
き
る
よ
う
『
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
』
を
作
成
し
て
お
り
、
今

年
、
新
た
に
登
録
対
象
と
な
る
方
に

対
し
、
登
録
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
本
人
の
同
意
に
よ
り
、
平
常
時
か

ら
警
察
や
消
防
、
地
域
の
方
な
ど
と

共
有
す
る
『
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
（
兼
き
ず
な
づ
く
り
台
帳
）
』
に

登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
返
送
く
だ
さ
い
。

主�

な
対
象
　
7５
歳
以
上
の
方
、
要
介

護
認
定
３
以
上
の
方
、
身
体
障
害

者
手
帳
２
級
以
上
の
方
、
療
育
手

帳
Ａ
判
定
の
方
な
ど
の
う
ち
、
ま

だ
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方

※�

既
に
登
録
さ
れ
た
方
で
転
居
し
た

場
合
、
再
度
、
登
録
が
必
要
で
す
。

※�

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
方
も
登

録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　
市
役
所
本
庁
舎
前
に
電
気
自
動
車

用
急
速
充
電
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

利�

用
時
間
　
24
時
間
、
365
日
（
１
回

3０
分
ま
で
）

※�

定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に
よ
り

休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利�

用
条
件
　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど

が
発
行
す
る
専
用
の
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
、
エ
コ
Ｑ
電
シ
ス
テ
ム

に
会
員
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※�
利
用
料
金
は
カ
ー
ド
発
行
会
社
な

ど
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
所
の
あ

る
2０
歳
以
上
6０
歳
未
満
の
全
て
の
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
老
後
の
生
活
保
障
だ
け
で
な
く
、

障
が
い
や
死
亡
な
ど
の
不
慮
の
事
態

に
備
え
て
、
加
入
者
同
士
が
お
互
い

支
え
合
う
制
度
で
す
。

加
入
の
種
類
　

①�

第
１
号
被
保
険
者
…
学
生
、
自
営

業
者
、
無
職
の
方
な
ど
、
第
２
号
・

第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
い

『
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
（
兼
き

ず
な
づ
く
り
台
帳
）
』
へ
の
登
録
申

請
書
を
送
付
し
ま
す

電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器
の

利
用
に
つ
い
て

20
歳
か
ら
国
民
年
金
へ
の

加
入
が
ス
タ
ー
ト第30回

▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）

カルルス温泉近郊での
スキー

▲�リフトに乗りコースを目指すスキー客（昭
和51年１月撮影）

　
カ
ル
ル
ス
温
泉
の
近
郊
が
、
ス
キ
ー
の
好
適

地
と
し
て
、
盛
ん
に
紹
介
さ
れ
始
め
た
の
は
昭

和
７
年
頃
。
当
時
の
新
聞
に
は
、
来
馬
岳
な
ど

で
山
ス
キ
ー
を
楽
し
む
７
つ
の
コ
ー

ス
を
紹
介
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
38
年
12
月
に
は
、
現

在
の
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ
ス

キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
昭
和
45
年
３
月
に
は
、
将
来
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
養
成
を
目
指
し

て
、
30
㍍
級
の
ジ
ャ
ン
プ
台
が
設
け

ら
れ
、
平
成
４
年
に
は
、
リ
フ
ト
の

新
設
や
コ
ー
ス
の
増
設
、
セ
ン
タ
ー

ハ
ウ
ス
の
建
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
比
較
的
市
街
地
に
近
い
た
め
、
ス

キ
ー
帰
り
に
は
気
軽
に
温
泉
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
同
ス
キ
ー
場
は
今

も
な
お
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

▲�わしべつフラワーロー
ド3６号の花植え

主な利用可能な車種
メーカー 車種

三菱自動車工業 �i
アイ

-M
ミ ー ブ

iEV、アウトランダー
P
ピーエイチイーブイ

HEV、ミニキャブ・ミーブ
日産自動車 リーフ、e

イーエヌブイ

-NV200
ＳＵＢＡＲＵ プラグインステラ
トヨタ自動車 e

イーキュー

Q、プリウスP
ピーエイチブイ

HV
マツダ デミオＥ

イ ー ブ イ

Ｖ

本田技研工業 フィットＥ
イ ー ブ イ

Ｖ、クラリティ
P
ピーエイチイーブイ

HEV
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登別市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査

▶問い合わせ　高齢介護グループ（☎�５７２０）▶問い合わせ　高齢介護グループ（☎�５７２０）

令和元年度 交通安全標語交通安全標語入賞作品

▶問い合わせ　市民サービスグループ（☎�２１３９）

　市は、『登別市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画』の第
８期計画（令和３年度から令和５年度まで）の策定に向けて、基礎
資料を得るため、ニーズ調査をします。
　よりよい福祉施策を進めていくために、回答のご協力をお願いし
ます。
●�対象…市内在住の要介護認定（要介護１～５）を受けていない65
歳以上の方から、無作為に抽出した2,000人
●発送時期…１月上旬
●調査内容…無記名式アンケート

　登別市老人クラブ連合会は、高齢者の交通安全への
関心を高め、自己啓発を図るため、交通安全標語を作
成しています。

○やめようね　わき見メールに　飛ばしすぎ
� （平

へい

寿
じゅ

会
かい

・髙
たか

城
ぎ

　孝
たか

子
こ

さん）
○広げよう　待つ気ゆずる気　無事故の輪
� （緑

りょく

寿
じゅ

会
かい

・古
ふる

川
かわ

　良
りょう

逸
いつ

さん）
○出発だ　シートベルトが　命綱
� （新

しん

生
せい

虹
にじ

の会
かい

・大
おお

上
うえ

　喜
き

美
み

子
こ

さん）
○ちょっと待て　慣れた道でも　ひと呼吸
� （美

び

生
せい

会
かい

・兒
こ

嶋
じま

　姫
ひめ

子
こ

さん）

　登別市長賞

○運転する人、歩く人　交通事故は　油断から
� （緑

りょく

寿
じゅ

会
かい

・花
はな

　啓
けい

子
こ

さん）
○身を護る　車も助かる　反射材
� （若

わこ

生
う

会
かい

・阿
あ

部
べ

　功
いさお

さん）
○出てくるよ　車の陰から　人・子供
� （新

しん

寿
じゅ

会
かい

・中
なか

野
の

　惠
え

美
み

子
こ

さん）

　登別市交通安全協会長賞

○目を覚ませ　飲酒運転　犯罪よ
� （緑

りょく

寿
じゅ

会
かい

・佐
さ

々
さ

木
き

　興
おき

隆
たか

さん）
○薄暮時は　車も歩行者（ひと）も　心にライトを
� （永

えい

楽
らく

会
かい

・稲
いな

葉
ば

　仁
に

三
ざぶ

郎
ろう

さん）
○その油断　つらい代償　墓場まで
� （平

へい

寿
じゅ

会
かい

・傳
でん

法
ぽう

谷
や

　喜
き

代
よ

吉
きち

さん）

　登別市老人クラブ連合会長賞

　
マ
ッ
ト
レ
ス
の
分
別
方
法
は
、
こ

れ
ま
で
は
厚
さ
に
応
じ
て
『
燃
や
せ

な
い
ご
み
』
と
『
粗
大
ご
み
』
の
２

種
類
の
分
別
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

分
別
方
法
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す

る
た
め
に
、
今
後
は
厚
さ
に
か
か
わ

ら
ず
『
粗
大
ご
み
』
の
分
別
と
な
り

ま
す
。

　
『
粗
大
ご
み
』
の
収
集
に
つ
い
て

は
、
各
地
区
年
２
回
の
申
し
込
み
期

間
中
に
電
話
で
申
し
込
み
の
う
え
、

指
定
日
に
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ッ
ト
レ
ス
の
分
別
方
法
に
つ
い
て

　
市
は
、
消
費
税
・
地
方
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
に
合
わ
せ
て
、
住
民
税

が
非
課
税
の
方
と
子
育
て
世
帯
を
対

象
に
、
買
い
物
な
ど
に
使
え
る
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
商
品
券
の
販
売
は
２
月
７
日
㈮

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
商
品

券
の
購
入
引
換
券
を
お
持
ち
の
方
で

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
顔
写

真
付
き
の
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し

て
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
２
月
2０
日
㈭
（
予
定
）
か

ら
、
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
付

購
入
希
望
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
商
品
券
の
使
用
可
能
期
限
は

２
月
29
日
㈯
ま
で
で
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
商
工
労
政
Ｇ
（
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
担
当
・
☎
�
６

０
０
６
）

　
市
民
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
制
度
は
、

市
内
の
団
体
が
外
部
か
ら
講
師
を
招

い
て
学
習
会
を
実
施
し
た
と
き
に
、

市
が
講
師
謝
礼
金
（
１
回
５
千
円
～

１
万
円
、
講
師
居
住
区
に
よ
る
）
を

負
担
す
る
制
度
で
す
。

手
続
き
の
流
れ
　

①�

1０
人
以
上
の
団
体
で
学
習
会
を
企

画
（
団
体
会
員
の
３
分
の
２
以
上

が
登
別
市
民
で
あ
る
も
の
に
限
る
）

②�

講
座
な
ど
を
実
施
す
る
２
週
間
前

き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ

て
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証

明
書
な
ど
を
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
で
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
少
人
数

の
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
場
で
申
請

支
援
を
す
る
出
張
受
付
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※�

個
人
宅
へ
の
出
張
受
け
付
け
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。

問�

い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

（
☎
�
１
８
５
５
）
、
鷲
別
支
所

（
☎
�
６
１
１
１
）
、
登
別
支
所

（
☎
�
１
１
３
１
）
、
登
別
温
泉

支
所
（
☎
�
２
０
６
８
）

ま
で
に
、
利
用
申
込
書
を
社
会
教

育
グ
ル
ー
プ
に
提
出

③�

講
座
修
了
後
、
２
週
間
以
内
に
実

施
報
告
書
（
写
真
２
枚
添
付
）
を

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
へ
提
出

※�

利
用
申
込
書
は
、
市
民
会
館
に
備

え
付
け
て
い
る
ほ

か
、
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
は

２
月
７
日
㈮
ま
で
で
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
支
援
し
て
い
ま
す

市
民
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
制
度
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



講
座
や

展
示
会
な
ど

●意意見公募（パブリックコメント）を行います

　
登
別
市
と
歴
史
的
な
つ
な
が
り
の

あ
る
宮
城
県
白
石
市
の
学
芸
員
に
よ

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
　
２
月
１
日
㈯

場
所
　
市
民
会
館
１
階
大
会
議
室

内�

容
　
『
開
湯
１
４
２
８
年
鎌か

ま

先さ
き

温

泉
の
歴
史
』
…
白
石
市
教
育
委
員

会
学
芸
員
・
日く

さ

下か

和か
ず

寿と
し

さ
ん
）

身
体
を
拘
束
し
た
り
す
る

・・�

性
的
虐
待
…
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る

・・�

心
理
的
虐
待
…
暴
言
や
拒
絶
的
な

言
動
、
態
度
な
ど
で
精
神
的
苦
痛

を
与
え
る

・・�

放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
…

食
事
や
入
浴
、
排
せ
つ
な
ど
の
世

話
や
介
助
を
せ
ず
に
、
心
身
を
衰

弱
さ
せ
る

・・�
経
済
的
虐
待
…
本
人
の
同
意
な
し

に
財
産
や
年
金
、
賃
金
を
処
分
し

た
り
、
正
当
な
理
由
な
く
金
銭
を

与
え
な
か
っ
た
り
す
る

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
市
障
が
い
者
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
（
障
が
い
福
祉

Ｇ
内
・
☎
�
３
７
３
２
）

　
市
は
、
令
和
２
年
４
月
に
新
１
年

生
と
な
る
子
ど
も
が
お
り
、
収
入
が

基
準
値
を
下
回
る
家
庭
を
対
象
に
、

入
学
前
の
３
月
に
新
入
学
児
童
生
徒

学
用
品
購
入
費
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

対
象
　

①�

小
学
校
入
学
予
定
者
…
令
和
２
年

２
月
１
日
㈯
現
在
、
市
内
に
住
所

が
あ
り
、
令
和
２
年
４
月
に
市
内

の
小
学
校
へ
入
学
予
定
の
子
ど
も

を
も
つ
保
護
者

※�

令
和
元
年
度
の
就
学
援
助
の
認
定

を
受
け
て
い
る
世
帯
は
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②�
中
学
校
入
学
予
定
者
…
令
和
２
年

２
月
１
日
㈯
現
在
、
令
和
元
年
度

の
就
学
援
助
の
認
定
を
受
け
て
い

て
、
令
和
２
年
４
月
に
市
内
の
中

学
校
へ
入
学
予
定
の
子
ど
も
を
も

つ
保
護
者

※�

新
た
な
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

認
定
条
件
　

・・�

平
成
3０
年
分
の
世
帯
収
入
が
認
定

基
準
額
以
下
の
世
帯

※�

生
活
保
護
受
給
世
帯
や
今
年
度
、

就
学
援
助
を
申
請
し
て
、
認
定
さ

れ
な
か
っ
た
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

※�

令
和
２
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
に
、

転
勤
な
ど
で
市
外
に
引
っ
越
し
予

定
の
あ
る
保
護
者
は
対
象
外
で
す
。

支�

給
予
定
額
　
①
は
５
万
600
円
、
②

は
５
万
７
千
400
円

支
給
予
定
日
　
３
月
３
日
㈫

申
し
込
み
　

　
各
学
校
が
送
付
す
る
『
１
日
体
験

入
学
の
案
内
』
に
同
封
さ
れ
て
い
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
１

月
31
日
㈮
ま
で
に
学
校
教
育
グ
ル
ー

プ
ま
た
は
入
学
予
定
の
学
校
に
提
出

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

日�

時
　
１
月
９
日
㈭
、
22
日
㈬
９
時

3０
分

場
所
　
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
6０
歳
以
上
の
方

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
０
８
８
０
）

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
６
２
）

歴
史
交
流
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

入
学
前
の
就
学
援
助
費
の

支
給
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

入
会
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
市
は
、
毎
年
度
、
福
祉
に
関
す
る

各
種
制
度
や
そ
の
相
談
窓
口
な
ど
を

掲
載
し
て
い
る
『
福
祉
の
し
お
り
』

を
作
成
し
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
公
共
施
設

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
設
置
し
て
い

る
『
福
祉
の
し
お
り
』
は
、
自
由
に

持
ち
帰
り
で
き
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

設�

置
場
所
　
市
役
所
、
各
支
所
、
市

民
会
館
、
し
ん
た
21
、
市
立
図
書

館
、
市
立
図
書
館
ア
ー
ニ
ス
分
館
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
１
９
１
１
）

　
虐
待
さ
れ
て
い
る
自
覚
が
な
か
っ

た
り
、
虐
待
さ
れ
て
い
て
も
自
ら
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
出
せ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
兆
候
を
見
逃

さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
次
の
虐
待
を
見
か
け
た
り
、
疑
問

に
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

・・�

身
体
的
虐
待
…
暴
行
を
加
え
た
り
、

『
福
祉
の
し
お
り
』
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

障
が
い
者
虐
待
を

み
ん
な
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う

案件名
富浦児童館の廃止方針（案）
及び登別市児童館条例の

一部改正（案）
登別市営住宅等長寿命化

計画（案）

募集期間 １月６日㈪～２月４日㈫

閲覧場所
　市役所１階市民ロビー、各支所、市民会館、しんた
21、市立図書館、市立図書館アーニス分館、市民活動
センター、担当グループに備え付けるほか、市公式ウ
ェブサイトにも掲載しています

意見の
提出方法

　閲覧場所に備え付けの専用用紙か任意の用紙に①案
件名、②住所、③氏名、④電話番号、⑤意見を記入し、
閲覧場所に備え付けの『意見箱』に投函するか、郵送
またはファクス、Ｅメールで担当グループに提出

担当
グループ

こども家庭グループ
〒059－8701中央町６丁目11

☎�１２２３
�１１０８

Ｅメール：child2@city.
noboribetsu.lg.jp

建築住宅グループ
〒059－8701中央町６丁目11

☎�４３９９
�８２８６

Ｅメール：kenchikuka@
city.noboribetsu.lg.jp
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募
集
や

試
験
な
ど

　
市
内
で
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
を
指
導
し
て
い
る
団
体
や
個
人
、

会
員
を
募
集
し
て
い
る
団
体
の
情
報

な
ど
を
ま
と
め
た
冊
子
『
生
涯
学
習

人
材
バ
ン
ク
』
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
に
な
る
か
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

試
験
日
　
２
月
３
日
㈪

試�

験
場
所
　
北
海
道
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
（
砂
川
市
焼や

け

山や
ま

6０
）

試
験
方
法
　
学
力
試
験
、
面
接

応�

募
期
限
　
１
月
2０
日
㈪
（
書
類
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
に
あ
り
ま
す
）

問�

い
合
わ
せ
　
同
校
（
☎
０
１
２
５

�
２
７
７
４
、

０
１
２
５
�
９

１
７
７
）

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

令
和
２
年
度
入
校
生
募
集

～
障
が
い
の
あ
る
方
へ
～

文芸のぼりべつ第３９号第３９号のの
原稿を募集します原稿を募集します

令和２年度採用 登別市任期付短時間職員を募集します

令和２年度会計年度任用職員を募集します

●採用職種・採用予定人数・受験資格　
職種区分 採用予定人数 要　　件

事務 １人程度 昭和35年４月２日以降に生まれた方で、高校卒業また
はそれ以上の学歴を有する方（卒業見込みを含む）

◇職種（公務補（清掃指導業務）は期末手当、健康保険、厚生年金、雇用保険あり）　
職種 勤務内容 報酬（円） 勤務場所 人数 勤務時間など 休日 必要資格など

公務補 清掃指導業務 130,100
（月給）

クリンクル
センター　 １人 ９時～16時45分（週35時間） 土・日曜日、祝

日など
普通自動車
運転免許

公務補 施設の維持管理業務 910（時給）市内各児童館 １人 勤務割による（週20時間未満） 日曜日、祝日など

保育士
①延長保育、
②短時間保育、
③�代替保育のいず
れか

1,040
（時給）

富士保育所
または
鷲別保育所

各若
干名

①�15時15分～19時15分、11時30
分～19時15分（月14日以内、
週20時間未満）
②�９時～17時のうち１日６時間
未満、週20時間未満
③�７時15分～19時15分のうち１
日７時間以内、週20時間未満

①③日曜日、祝
日など
②土・日曜日、
祝日など

保育士資格

●試験の日時・場所・方法　
区分 日時 場所 試験科目

第１次試験 １月22日㈬16時～17時　　 登別市役所 適性検査
第２次試験 ２月１日㈯（時間は未定） 面接試験

▶問い合わせ　
　人事・行政管理グループ
　（☎�１１３２）

申込方法について

▶�内容　①創作、②評論、③郷土史、④自分史、⑤
児童文学、⑥紀行文、⑦随筆、⑧詩、⑨短歌、⑩
俳句、⑪川柳、⑫その他
▶作品規定　400字詰めの原稿用紙で提出
※�①～④は50枚以内、⑤・⑥は20枚以内、⑦は５枚
以内、⑧は２枚以内、⑨～⑪は１人５首（句）以
内とします。
※�原稿をパソコンなどで作成する場合は、ＵＳＢメ
モリーなどを添えてください。
※�応募は１人２作品まで（うち１作品は⑧詩、⑨短
歌、⑩俳句、⑪川柳に限ります）。
※�出品者には発行物を購入していただきます。
▶�申し込み　３月31日㈫までに郵送で登別市文化協
会文芸のぼりべつ係（〒059－0012中央町５丁目
21－12青少年会館内）
▶発行予定時期　７月31日㈮
▶�問い合わせ　同協会・小

こ

林
ばやし

さん（☎�２１９４）

●任用期間　令和２年４月１日㈬～令和３年３月31日㈬
　　　　　　※令和３年度以降の再任用はありません。
●申込期限　１月17日㈮

●任用期間　令和２年４月１日㈬～令和３年３月31日㈬
●試験方法　面接試験、書類選考
●試験日　　１月～２月（募集期間終了後、個別に通知します）
●申込期限　１月24日㈮

　申込期限までに人事・
行政管理グループや各支
所に備え付け、または市
公式ウェブサイトに掲載
の申込書に必要事項を記
入の上、人事・行政管理
グループに持参

日�

時
・
場
所
　
１
月
19
日
㈰
９
時
・

だ
て
歴
史
の
杜も

り

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
（
伊
達
市
松
ヶ
枝
町
34

－

１
）

費�

用
　
①
第
１
種
ま
た
は
第
２
種
銃

猟
免
許
…
１
万
円
、
②
網
猟
免
許

…
７
千
500
円
、
③
わ
な
猟
免
許
…

７
千
500
円
、
②
と
③
を
同
時
受
講

…
１
万
円
、
①
と
②
ま
た
は
③
を

受
講
…
１
万
２
千
500
円
、
①
～
③

を
全
て
受
講
…
１
万
５
千
円

※�

全
て
別
途
消
費
税
が
か
か
り
ま
す
。

申�

し
込
み
　
前
日
ま
で
に
（
一
社
）

日
時
　
１
月
27
日
㈪
1０
時
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

内�

容
　
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

講�
師
　
北
海
道
総
合
通
信
局
電
気
通

信
事
業
部
・
佐さ

藤と
う

大ま
さ
る

さ
ん

定
員
・
参
加
料
　
6０
人
・
200
円

※�

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
登
別
消
費
者
協
会

�
（
☎
�
８
３
０
７
）

北
海
道
猟
友
会
室
蘭
支
部
・
伊い

奈な

さ
ん
（
☎
�
０
０
５
８
）

令
和
元
年
度
狩
猟
免
許
試
験

予
備
講
習
会

講
演
会
『
第
４
回
く
ら
し
の
安
全
・

安
心
セ
ミ
ナ
ー
』
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皆
さ
ん
が
市
長
と
自
由
に
話
し
合

え
る
機
会
を
広
げ
る
た
め
、
『
市
長

室
フ
リ
ー
タ
イ
ム
』
を
開
催
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
市
長

と
直
接
会
っ
て
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日�

時
　
２
月
21
日
㈮
９
時
3０
分
～
17

時

※�

１
人
（
組
）
に
つ
き
3０
分
程
度
。

場�

所
　
市
役
所
２
階
市
長
応
接
室
、

鷲
別
公
民
館
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
、

登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

※�

苦
情
や
要
望
、
個
人
的
な
問
題
の

相
談
な
ど
を
目
的
と
し
た
申
し
込

み
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※�

申
し
込
み
の
と
き
に
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
や
住
所
、
話
し
た
い
内

容
を
必
ず
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
１
月
31
日
㈮
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
�
６
５
８
６
）

識
見
を
有
し
、
農
業
委
員
会
の
所

掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
、
そ
の

職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
方
で
あ
っ
て
、
登
別
市
に
住
所

を
有
す
る
方

受�

付
期
間
　
１
月
６
日
㈪
か
ら
２
月

３
日
㈪
ま
で

推�

薦
・
応
募
手
続
き
　
農
林
水
産
グ

ル
ー
プ
備
え
付
け
の
『
登
別
市
農

業
委
員
会
委
員
候
補
者
推
薦
書
』
、

『
登
別
市
農
業
委
員
会
委
員
応
募

届
出
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入
し

提
出

※�

任
命
に
あ
た
っ
て
は
、
推
薦
・
応

募
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
、
関
係
者

か
ら
意
見
聴
取
を
行
う
な
ど
総
合

的
に
判
断
の
う
え
、
農
業
委
員
会

の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
に

同
意
を
得
て
任
命
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
水
産
Ｇ

�

（
☎
�
２
３
２
１
）

対
象
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

試�

験
日
　
１
月
24
日
㈮
か
2５
日
㈯
の

い
ず
れ
か
一
日

申
込
期
限
　
１
月
2０
日
㈪

問�
い
合
わ
せ
　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

�
（
☎
�
９
５
３
３
）

日�
時
　
①
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
…
２
月

16
日
㈰
９
時
3０
分
～
12
時
3０
分
、

②
上
級
救
命
講
習
…
２
月
16
日
㈰

９
時
3０
分
～
18
時
3０
分

場
所
　
市
民
プ
ー
ル
ら
く
あ

内�

容
　
心
肺
蘇
生
法
な
ど

定�

員
　
各
講
習
3０
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
２
月
６
日
㈭
ま
で
に
消

防
署
警
備
Ｇ
（
☎
�
２
５
５
１
）

乙
種
（
第
４
類
）
、
丙
種

受�

験
願
書
受
付
期
間
　
書
面
…
２
月

３
日
㈪
～
1０
日
㈪
、
電
子
…
１
月

31
日
㈮
～
２
月
７
日
㈮

※�

願
書
は
消
防
本
部
や
消
防
署
、
各

消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

　
７
月
19
日
㈰
の
任
期
満
了
後
の
農

業
委
員
会
の
委
員
の
推
薦
と
応
募
を

受
け
付
け
ま
す
。

任�
期
　
７
月
2０
日
㈪
か
ら
令
和
５
年

７
月
19
日
㈬
ま
で

身
分
　
非
常
勤
の
特
別
職

主�

な
役
割
　
農
地
の
権
利
移
動
等
の

申
請
の
許
可
や
決
定
等
の
審
査
の

た
め
の
現
地
確
認
な
ど

推�

薦
・
応
募
方
法
　
農
業
者
か
ら
の

推
薦
、
農
業
者
が
組
織
す
る
団
体

等
か
ら
の
推
薦
及
び
一
般
応
募

募
集
人
数
　
９
人

推�

薦
・
応
募
資
格
　
農
業
に
関
す
る

月
日
　
３
月
８
日
㈰

場
所
　
札
幌
市

内�

容
　
①
第
５
回
消
防
設
備
士
試
験

…
乙
種
（
第
４
・
６
・
７
類
）
、

②
第
９
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
…

市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム

自
衛
官
候
補
生
の
募
集

救
急
救
命
講
習
会

登
別
市
農
業
委
員
会
の

委
員
候
補
者
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
消
防
設
備
士
試
験
・

危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
案
内

ウポポイ
（民族共生象徴空間）
４月24日㈮O

オ ー プ ン

PEN
開園日・開園時間（令和２年度）
①�４月24日㈮～７月19日㈰、９
月１日㈫～10月31日㈯…平日
９時～18時、土日祝日９時～
20時
②�７月20日㈪～８月31日㈪…９
時～20時
③�11月１日㈰～令和３年３月31
日㈬…９時～17時
入場料（税込み）　
①�大人…1,200円、②高校生600
円、③中学生以下無料
※�詳しくはウェブ
サイトをご覧に
なるか問い合わ
せください。
問�い合わせ　アイヌ民族文化財
団（☎011－206－7427）
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相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談
札幌弁護士会室蘭支部

２月15日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
定員：６人（申し込み順）

２月７日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

１月25日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

１月24日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 月～金曜日
９時～17時30分

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力など

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
月～金曜日
９時～17時30分
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎�５１１１）

生活にお困りの方
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分

生活支援相談
室（社会福祉
グループ内）

仕事や生活などの困りごと 生活支援相談室
（☎�１９１１）

児童虐待について
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分
※�時間外も、相談くださ
い（こども相談室につ
ながらない場合は、市
役所（☎�２１１１）
に掛け直しください）。

こども相談室
（こども家庭
グループ内）
または室蘭児
童相談所（室
蘭市寿町）

虐待が疑われる子ども・家庭
の情報

こども相談室
（☎�６６７７）
室蘭児童相談所
（☎�４１５２）
※�緊急の場合は児童
相談所全国共通ダ
イヤル（☎189）

障がいのある方の
就労相談窓口

１月16日㈭
13時～16時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

１月９日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

若年者等キャリア
カウンセリング

事業
（市委託事業）
※�令和元年12月28日㈯
～令和２年１月４日
㈯を除きます。

水・金曜日
８時30分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

連合登別事務所
（中央町６丁目
20－５） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

１月31日㈮・２月14
日㈮
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）
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いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日
時
　
１
月
18
日
㈯
1０
時
～
12
時

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

日
時
　
１
月
3０
日
㈭
1０
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容
　
豆
ま
き
、
手
遊
び
な
ど

定
員
　
3０
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は

水
）
、
着
替
え
な
ど

申�

し
込
み
　
１
月
６
日
㈪
か
ら
1０
日

㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日�
時
　
１
月
23
日
㈭
1０
時
3０
分
～
12

時
場�
所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
（
子
ど

も
連
れ
可
）

内�

容
　
子
ど
も
と
の
遊
び
方
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
な
ど

定
員
　
1０
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
１
月
21
日
㈫
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容
　
体
操
、
手
遊
び
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ

持�
ち
物
　
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）

※�
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

内
容
　
カ
ル
タ
と
り
大
会
な
ど

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ

　
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
１
月
21
日
㈫
11
時
～
12
時

場��
所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対
象
　
親
子

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

豆
ま
き
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

～
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

１フ
ァ
ー
ス
トst

Ｂバ

ー

ス

Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

臨時・特別給付金の
受け付けは１月31日㈮までです
　児童扶養手当受給者のうち、未婚のひとり親に対
して臨時的な給付措置を行います。児童扶養手当受
給者の方には、給付金の案内を送付していますので、
対象となる場合は、必ず期間内に提出してください。
▶受付期間　１月31日㈮まで
▶�受付場所　こども家庭グループ（市役所１階７番
窓口）
▶�対象（次の①・②を満たす方）　①令和元年11月
分の児童扶養手当の支給を受ける父または母（児
童扶養手当受給者及び扶養義務者の令和元年度所
得が児童扶養手当の所得制限に満たない方）、②
令和元年10月31日㈭において、これまでに婚姻
（法律婚）をしたことがない方、事実婚をしてい
ない方、または、事実婚の相手方の生死が明らか
でない方
▶�支給額　１万7,500円（１度のみの支給）
▶�申請に必要なもの　申請書（市役所１階７番窓口
に備え付け）、申請者の戸籍謄本など
※�現況届の提出が必要ない方には、本申請書のみを
送付しています。
▶問い合わせ　こども家庭グループ（☎�１２２３）

未婚の児童手当
受給者の方へ

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所
４～５カ月児健康診査
（令和元年９月生まれ）

２月12日㈬
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養相
談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成31年４月生まれ）

２月19日㈬
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、育
児相談、地域子育て支援
拠点の紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成30年７月生まれ）

２月26日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体計
測、栄養相談、歯科相談、
育児相談、フッ素塗布
（希望者800円）

母子健康手帳

３歳児健康診査
（平成29年１月１日～
25日生まれ）　　　

２月20日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検査、
身体計測、栄養相談、歯
科相談、育児相談

５歳児健康相談
（平成26年11月～　　　
平成27年３月生まれ）

（事前の申し込みが必要です）

２月13日㈭
時間は個別通知

育児相談、集団遊び、視
力検査、小学校入学準備
の講話、発達相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

２月27日㈭
９時40分～10時30分

発育・発達・育児・栄養
などの相談

乳幼児健康診査� 健康相談
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日
時
　
１
月
31
日
㈮
1０
時
～
12
時

場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
方

内�

容
　
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
を
活
用

し
た
子
育
て
に
つ
い
て

定
員
　
1５
組
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
１
月
3０
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

も
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
子
ど
も
の
目
線
な
ど
を
考
え

た
、
片
付
け
し
や
す
い
環
境
作
り

講�

師
　
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１

級
・
整
理
収
納
教
育
士
認
定
講
師
　

小こ

林ば
や
し
由ゆ

美み

さ
ん

定
員
　
2０
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
（
生
後
６
カ
月
以
上
）
を
希

望
す
る
方
は
、
申
し
込
み
時
に
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
１
月
６
日
㈪
～
1０
日
㈮

の
13
時
か
ら
17
時
ま
で
に
鷲
別
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
１
２

３
５
）

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
長
靴
、

帽
子
、
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）
、
マ
イ
カ
ッ
プ
、
箸

ま
た
は
ス
プ
ー
ン
な
ど

申�

し
込
み
　
１
月
23
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－
０
８
６
５
）

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
　
１
月
29
日
㈬
13
時
～
1５
時

場
所
　
鷲
別
公
民
館

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
子
ど

日�

時
　
１
月
2５
日
㈯
1０
時
3０
分
～
12

時
集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟

２
階
（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対
象
　
親
子

内�
容
　
そ
り
滑
り
や
雪
玉
作
り
な
ど

の
雪
遊
び

定
員
　
1５
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
100
円

日�

時
　
１
月
23
日
㈭
14
時
～
1５
時
3０

分
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
２
カ
月
～
１
歳
２
カ
月
の
第

１
子
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
手
遊
び
、
ふ
れ
あ
い
遊
び

持�

ち
物
　
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

子
育
て
講
演
会
『
子
ど
も
と
一
緒
に

笑
顔
で
楽
し
く
お
片
付
け
』

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児
コ
ー
ス

『
マ
マ
１
年
生
の
応
援
団
』

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

日時 診療所・住所・電話番号

１月１日㈬
９時～11時

高砂歯科医院� （☎㊺8 ６ 2 2）
室蘭市高砂町５丁目31－12
ヨシダ歯科� （☎�1 8 2 ０）
登別市若草町２丁目14－３
福田歯科クリニック伊達医院
� （☎０ 1 ４ 2�３ ７ 8 ７）
伊達市旭町１丁目１

１月２日㈭
９時～11時

林歯科医院� （☎㊻2 2 2 ４）
室蘭市高砂町１丁目51－18
飯渕歯科医院� （☎�1 1 8 8）
登別市登別東町３丁目２－２
石川歯科医院�（☎０ 1 ４ 2㉓０ ０ 2 ０）
伊達市元町46－13

１月３日㈮
９時～11時

山本歯科� （☎㊸４ ７ 2 2）
室蘭市知利別町２丁目26－１
えばた歯科医院� （☎�０ 8 ０ 9）
登別市新川町４丁目15－10
金本歯科医院�（☎０ 1 ４ 2�３ 8 2 2）
伊達市山下町55

１月５日㈰
９時～11時

多田歯科医院� （☎�1 1 8 ４）
室蘭市中央町３丁目７－13

１月12日㈰
９時～11時

太平洋歯科医院� （☎�６ ４ ６ ４）
室蘭市白鳥台５丁目１－２

１月13日㈪
９時～11時

福田歯科医院� （☎�６ ４ 8 ０）
室蘭市輪西町２丁目８－２

１月19日㈰
９時～11時

松田歯科医院� （☎㊻６ ４ 8 ０）
室蘭市日の出町１丁目24－25

１月26日㈰
９時～11時

本田歯科� （☎�３ ３ 2 2）
室蘭市港南町１丁目９－19

２月２日㈰
９時～11時

みうら歯科� （☎�６ ３ ３ ０）
室蘭市港北町２丁目６－１
さとう歯科小児歯科�（☎�1 ４ 1 ４）
登別市新生町２丁目14－１

１～２月の歯科救急医療

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）
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Ｇ
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健

　康

い
き
い
き

　
市
は
、
民
間
活
力
を
取
り
入
れ
た

新
た
な
保
育
環
境
の
中
で
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
る
た
め
、
幌
別
東
保

育
所
と
栄
町
保
育
所
の
運
営
を
民
間

事
業
者
に
委
託
し
ま
す
。

委�

託
事
業
者
　
幌
別
東
保
育
所
…
学

校
法
人
登
別
立り

っ

正し
ょ
う

学
園
、
栄
町
保

育
所
…
社
会
福
祉
法
人
彩さ

い

咲し
ょ
う

会

委�
託
期
間
　
４
月
１
日
㈬
～
令
和
６

年
３
月
31
日
㈰
（
４
年
間
）

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
育
成
Ｇ

�
（
☎
�
５
６
３
４
）

日
㈭
、
③
１
月
29
日
㈬

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
1０
時
～
12
時
。

場�

所
　
①
市
民
会
館
、
②
鷲
別
公
民

館
、
③
婦
人
セ
ン
タ
ー

対
象
　
原
則
6５
歳
以
上
の
方

内�
容
　
転
倒
予
防
な
ど
に
つ
な
が
る

体
操
、
認
知
症
予
防
に
つ
な
が
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
　

申�

し
込
み
　
参
加
を
希
望
す
る
日
の

前
日
ま
で
に
特
定
非
営
利
活
動
法

人
お
に
ス
ポ
・
磯い

そ

田だ

さ
ん
（
☎
090

－

９
５
２
９

－

１
７
６
５
）

日�

時
　
２
月
４
日
㈫
1０
時
～
11
時
3０

分
※�

天
候
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
は
、

９
時
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。

場�

所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

園
庭

対�

象
　
２
歳
～
小
学
校
入
学
前
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
2０
組
（
申
し
込
み
順
）

　
令
和
元
年
11
月
16
日
㈯
に
発
生
し

た
火
災
の
影
響
に
よ
り
休
館
と
し
て

い
た
幌
別
児
童
館
に
つ
い
て
、
当
面

の
間
、
幌
別
東
小
学
校
の
敷
地
内
に

持�

ち
物
　
帽
子
、
手
袋
、
長
靴
、
飲

み
物
（
お
茶
ま
た
は
水
）
な
ど

申�

し
込
み
　
１
月
６
日
㈪
～
1０
日
㈮

ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

場
所
を
移
し
、
開
設
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

開
設
日
　
令
和
元
年
12
月
26
日
㈭

場�

所
　
幌
別
町
８
丁
目
17

－
１
（
幌

別
東
小
学
校
旧
教
職
員
住
宅
内
）

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
家
庭
Ｇ

�

（
☎
�
１
２
２
３
）

日�

時
　
①
１
月
22
日
㈬
、
②
１
月
23

幌
別
東
保
育
所
と
栄
町
保
育
所
の

運
営
を
民
間
事
業
者
に
委
託
し
ま
す

雪
で
遊
ぼ
う

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

幌
別
児
童
館
の

代
替
施
設
に
つ
い
て

介
護
予
防
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日時
３月17日㈫

午前の部　８時30分～
午後の部　12時30分～

場所 しんた21
対象 奇数月生まれの40歳以上の女性
内容 マンモグラフィー検査

超音波検査（希望者のみ・定員18人・自己負担額5,360円）
定員 午前50人、午後40人

（定員を超えた場合は抽選となります）
料金 2,200円（50歳以上の方は1,900円）
※�登別市国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者、生活保護
世帯、市民税非課税世帯は無料（超音波検査を除く）となりま
すが、生活保護世帯、市民税非課税世帯は証明書が必要ですの
で、詳しくは問い合わせください。
※�２０１９年４月１日現在で、40歳の方に発送したクーポン券が
使用できます。
▶�申し込み　２月４日㈫までに、検診名と時間帯、氏名（ふりが
な）、生年月日、住所、電話番号、健康保険の種類、超音波検
査の希望の有無を記入の上、郵送（はがき）またはファクス、
Ｅメールで健康推進グループ（〒059－0016片倉町６丁目９－
１、思�０１１１、Ｅメール：shinta21@city.noboribetsu.
lg.jp）
▶問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

乳がん検診のお知らせ

問い合わせ
こども育成グループ
（☎�５６３４）

◎対象保育所
保育所名 住所 電話番号 定員
富士
保育所 富士町７丁目２－１ 85－2557 120人

鷲別
保育所 鷲別町４丁目36－18 86－7254 120人

栄町
保育所 栄町２丁目６－１ 86－9515 120人

幌別東
保育所 幌別町８丁目17 88－0151 120人

登別
保育所 登別本町２丁目25－９ 80－1133  60人

令和２年度
保育所入所児童を募集します

※�公正な選考により入所児童を決定します。

▶�入所要件　保護者の仕事や病気、出
産（予定日の前後各８週間）、家族
の介護、求職活動などの理由により、
日中に子どもの保育が困難な家庭
▶�入所可能年齢　入所時点で満６カ月
から小学校入学前までの子ども
▶保育内容　
・・�開所日…月～土曜日（祝日、12月29
日から１月３日までを除く）
・・�保育時間…７時15分～18時15分（１
時間の延長保育あり）

▶申込期間　１月８日㈬～17日㈮
▶�申込方法　こども育成グループ（市役所１階７番窓口）や各支所、各保育所、
各子育て支援センターに備え付けの申請書に必要事項を記入の上、こども育成
グループまたは各保育所に提出
※申請書には、世帯全員のマイナンバー（個人番号）の記入が必要です。
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わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

１
月
号

カルルス温泉
サンライバスキー場を
お得お得に利用利用してみませんか

問い合わせ　同スキー場（☎�２８７２）

○キャッシュレス決済　
　リフト券の購入、スキー用具のレンタル、
スキー・スノーボードスクール講習のお支払
いに、クレジットカードやＳ

ス イ カ

ｕｉｃａなどの
交通系ＩＣカードが使用できます。
※最大で５㌫のポイント還元が受けられます。
※レストランの券売機では使用できません。
○リフト半額キャンペーン　
　リフト券を購入
した方の中から抽
選で、毎日１名の
リフト料金が半額
になります。

日�

時
　
１
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯
・
2５

日
㈯
1０
時
～
12
時

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

対
象
　
小
学
生

内�

容
　
個
別
指
導
で
楽
し
く
算
数
を

理
解
す
る

持�
ち
物
　
教
科
書
、
ノ
ー
ト
、
筆
記

用
具

申�
し
込
み
　
各
日
２
日
前
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

る
大
切
な
こ
と
と
か
ら
だ
ケ
ア

講�

師
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
ン

パ
健
康
学
普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

定
員
　
2０
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

申�

し
込
み
　
１
月
９
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

２

－

１
）

内�

容
　
ハ
ン
デ
ィ
戦
（
５
段
以
上
と

４
段
以
下
で
ク
ラ
ス
分
け
）

参�

加
料
　
１
千
円
（
登
別
棋
道
連
盟

会
員
は
500
円
）

持
ち
物
　
昼
食

問
い
合
わ
せ
　
登
別
棋
道
連
盟

�

（
☎
�
１
２
５
３
）

日�

時
　
１
月
11
日
㈯
1０
時
～
11
時
3０
　

分
場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

演�

題
　
乳
児
や
成
長
期
に
起
き
て
い

日
時
　
１
月
12
日
㈰
13
時
～
1５
時

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

対
象
　
18
歳
以
上

内
容
　
共
通
の
悩
み
を
話
し
合
う

定
員
　
1０
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
200
円

申�

し
込
み
　
１
月
1０
日
㈮
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日�

時
　
１
月
11
日
㈯
・
26
日
㈰
13
時

～
1５
時

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�

容
　
英
語
が
得
意
な
方
も
苦
手
な

方
も
、
楽
し
く
英
語
を
学
ぶ

参
加
料
　
500
円

申�

し
込
み
　
各
日
２
日
前
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日
時
　
１
月
26
日
㈰
12
時
開
場

場�

所
　
室
蘭
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

き
ら
ん
２
階
多
目
的
室

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
工
業
大
学
『
発

達
障
害
の
映
画
を
観
る
会
』
・
今こ

ん

野の

さ
ん
（
☎
�
０
１
４
４
）

日�
時
　
１
月
19
日
㈰
11
時
（
1０
時
か

ら
受
け
付
け
）

場�

所
　
富
士
会
館
（
富
士
町
７
丁
目

日
時
　
１
月
2５
日
㈯
13
時
3０
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
１
月
11
日
㈯
14
時

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

算
数
を
楽
し
む
会

体
を
知
っ
て
健
康
を
考
え
る
講
座

大
人
の
発
達
障
が
い
の
会

ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ

発
達
障
が
い
を
理
解
す
る

無
料
上
映
会
を
開
催
し
ま
す

第
41
回
新
春

登
別
市
長
杯
争
奪
囲
碁
大
会

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

～
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
～

令和２年
登別市消防出初式
▶日時　１月７日㈫10時
▶場所　市民会館
▶�内容　消防職員・団員の分列
行進、西胆振鳶

とび

土木工事業連
合組合と西胆振若鳶会による
はしご乗り、消防団員の永年
勤続表彰など
▶問い合わせ　消防本部総務Ｇ
� （☎�９６１１）

もっと
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



２０２０年鬼まつり鬼まつりを開催します
▶日時　１月25日㈯10時～21時
▶場所　婦人センター、アーニス１階、鷲別公民館など
▶内容　『元鬼ふりまき隊』（豆まき隊）の練り歩きなど
※�16時ごろからイオン登別店内、16時30分ごろからマックスバ
リュ登別店内で、豆まきなどを行います。
※�訪問を希望する方は１月14日㈫から17日㈮まで、ボランティア
スタッフとして参加を希望する方は１月17日㈮までに申し込み。
▶�申し込み・問い合わせ　鬼まつり実行委員会事務局（登別商工
会議所内・☎�４１１１）

　
１
月
１
日
㈬
～
５
日
㈰
、
14
日
㈫
、

31
日
㈮
、
毎
週
月
曜
日
は
休
館
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
１
月
2５
日
㈯
17
時
～
19
時

場
所
　
若
草
中
央
公
園

内�

容
　
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
、
鬼
来
場
、

真
冬
の
花
火
大
会
、
あ
め
・
お
菓

子
な
ど
の
す
く
い
取
り
（
中
学
生

以
下
）
な
ど

日�

時
　
２
月
１
日
㈯
・
８
日
㈯
・
1５

日
㈯
1０
時
～
14
時
3０
分

場�

所
　
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ

ス
キ
ー
場

対�

象
　
リ
フ
ト
に
１
人
で
乗
れ
る
小

学
生
以
上

定
員
　
1５
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
４
千
円
（
３
日
分
）

※
別
途
、
リ
フ
ト
代
が
か
か
り
ま
す
。

持�

ち
物
　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
道
具
一
式
、

防
寒
具
、
昼
食
な
ど

申�

し
込
み
　
１
月
８
日
㈬
か
ら
17
日

㈮
ま
で
に
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

◎
実
践
編
　

日�
時
（
場
所
）
　
２
月
９
日
㈰
・
16

日
㈰
・
３
月
７
日
㈯
1０
時
～
12
時

（
市
民
会
館
大
会
議
室
）

内�

容
　
登
別
市
に
関
す
る
古こ

文も
ん

書じ
ょ

の

解
読

定
員
　
各
3０
人
（
申
し
込
み
順
）

◎
見
学
編
　

日�

時
（
場
所
）
　
３
月
1５
日
㈰
1０
時

3０
分
～
12
時
（
郷
土
資
料
館
）

対
象
　
実
践
編
に
参
加
し
た
方

内
容
　
実
際
の
古
文
書
を
見
学

定
員
　
2０
人
（
申
し
込
み
順
）

日�
時
　
３
月
1０
日
㈫
18
時
3０
分
（
18

時
開
場
）

場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

日�

時
　
１
月
2５
日
㈯
1０
時
～
12
時

（
９
時
4５
分
ま
で
に
集
合
）

場
所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

内�

容
　
冬
の
湿
原
を
散
策
し
、
野
生

動
物
の
足
跡
な
ど
を
観
察

定
員
　
1０
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
防
寒
着
、
手
袋
な
ど

申�

し
込
み
　
１
月
６
日
㈪
か
ら
1５
日

㈬
ま
で
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人

キ
ウ
シ
ト
湿
原
・
登
別
（
☎
090

－

８
６
３
２

－

３
７
１
５
）

日
時
　
２
月
１
日
㈯
1０
時
～
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
小
学
生
以
上

内
容
　
和
布
で
作
る
座
り
び
な

定
員
　
1０
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
300
円

申�
し
込
み
　
１
月
1０
日
㈮
か
ら
24
日

㈮
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�
（
☎
�
１
３
３
９
）

日�

時
　
２
月
２
日
㈰
８
時
3０
分
～
12

時
場
所
　
青
葉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内�

容
　
雪
上
３
本
綱
引
き
、
雪
上
子

ど
も
宝
探
し
な
ど

○�

雪
上
３
本
綱
引
き
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す

定�

員
　
幼
児
・
小
学
生
５０
人
、
18
歳

以
上
3０
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
１
月
22
日
㈬
ま
で
に
あ

お
ば
元
気
な
会
代
表
・
諸も

ろ

岡お
か

さ
ん

（
☎
080

－

５
５
８
１

－

０
７
７
０
）

展�

示
期
間
　
２
月
７
日
㈮
～
９
日
㈰

1０
時
～
17
時
（
９
日
は
16
時
ま
で
）

※
表
彰
式
は
２
月
８
日
㈯
13
時
。

場
所
　
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

対
象
　
幼
児
、
小
・
中
学
生

課�

題
　
と
し
・
つ
る
（
幼
児
）
、
ゆ

め
・
ふ
く
・
ま
ち
（
小
学
１
・
２

年
生
）
、
文
化
・
未
来
・
一
歩

（
小
学
３
・
４
年
生
）
、
活
気
・

自
然
・
記
念
（
小
学
５
・
６
年

生
）
、
希
望
・
郷
土
・
歴
史
（
中

学
生
）

提
出
期
限
　
１
月
27
日
㈪

※�

提
出
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
市
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
・
川か

わ

人ひ
と

さ
ん

（
☎
090

－

２
８
７
０

－

８
８
７
１
）

講
師
　
市
学
芸
員
・
平ひ

ら

塚つ
か

理み
ち

子こ

申�

し
込
み
　
１
月
2０
日
㈪
か
ら
各
日

前
日
ま
で
に
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

※�

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
越
し
の
際
は
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
小
学
生
以
上

料
金
　
２
千
円
（
指
定
席
）

※�

当
日
券
は
２
千
500
円
（
前
売
り
券

完
売
の
場
合
、
当
日
券
は
販
売
し

ま
せ
ん
）
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
日
　
１
月
17
日
㈮
～

チ�

ケ
ッ
ト
販
売
所
　
市
民
会
館
、
鷲

別
公
民
館
な
ど

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
市
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

市
立
図
書
館 

休
館
情
報

キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

初
心
者
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

古こ

文も
ん

書じ
ょ

教
室
を
開
催
し
ま
す

春し
ゅ
ん

風ぷ
う

亭て
い

一い
ち

之の

輔す
け

独
演
会

キ
ウ
シ
ト
湿
原
・

冬
の
ふ
し
ぎ
発
見

お
ひ
な
さ
ま
人
形
作
り
教
室

２
０
２
０
年
登
別
市
市
制
施
行
50
周
年
記
念

第
２
回
あ
お
ば
冬
ま
つ
り

２
０
２
０
年
登
別
市
市
制
施
行
50
周
年
記
念

第
50
回
小
中
学
生
書
初
め
展

作
品
募
集

2020年登別市市制施行50周年記念
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のぼりん文化講座
・・申し込みは原則、開催日の３日前までです申し込みは原則、開催日の３日前までです
・・初めての方でも参加できます初めての方でも参加できます

パステル画教室（パステル画教室（武武
た けた け

田田
だだ

　　秀秀
ひ でひ で

章章
あ きあ き

講師）講師）
日時　日時　１月17日㈮10時～12時１月17日㈮10時～12時
内�容　内�容　発色の良いパステルを使い、鮮やかな色に発色の良いパステルを使い、鮮やかな色に
ふれますふれます

対象　対象　18歳以上の方18歳以上の方
定員　定員　10人（申し込み順）10人（申し込み順）
参加料　参加料　1,000円（材料費）1,000円（材料費）
持ち物　持ち物　手拭き、エプロン、新聞紙手拭き、エプロン、新聞紙
※�初回の方は、講師がパステルと画用紙を用意し※�初回の方は、講師がパステルと画用紙を用意し
ます。ます。

囲碁教室（囲碁教室（熊熊
く まく ま

谷谷
が いが い

　　泰泰
や すや す

伸伸
の ぶの ぶ

講師）講師）
日時　日時　１月25日㈯10時～12時１月25日㈯10時～12時
内�容　内�容　脳のトレーニングとしても楽しめる囲碁の脳のトレーニングとしても楽しめる囲碁の
ルールや打ち方を、対局を通して学びますルールや打ち方を、対局を通して学びます

対象　対象　小学生以上の方小学生以上の方
定員　定員　20人（申し込み順）20人（申し込み順）

子ども将棋教室（子ども将棋教室（佐佐
ささ

藤藤
と うと う

　　和和
か ずか ず

義義
よ しよ し

講師）講師）
日時　日時　１月26日㈰10時～12時１月26日㈰10時～12時
内�容　内�容　わかりやすい対局指導で楽しく将棋を学びわかりやすい対局指導で楽しく将棋を学び
ますます

対象　対象　小学生～中学生小学生～中学生
※小学生は保護者同伴。※小学生は保護者同伴。
定員　定員　10人（申し込み順）10人（申し込み順）

のぼりん展示コーナー
人物デッサンサークル会員展人物デッサンサークル会員展
（登別人物デッサンサークル主催）（登別人物デッサンサークル主催）
展示期間　展示期間　１月23日㈭９時～29日㈬15時１月23日㈭９時～29日㈬15時
問い合わせ　問い合わせ　田田

たた

村村
むらむら

さん（☎�３４６０）さん（☎�３４６０）

企画展（登別美術協会主催）企画展（登別美術協会主催）
展示期間　展示期間　２月１日㈯９時～29日㈯15時２月１日㈯９時～29日㈯15時
問い合わせ　問い合わせ　横横

よこよこ

岡岡
おかおか

さん（☎�５４３４）さん（☎�５４３４）

申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ
　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。

のぼりんイベント
ゆかいな筆文字講座ゆかいな筆文字講座
（ゆかいな筆文字主催）（ゆかいな筆文字主催）
日時　日時　１月９日㈭・22日㈬13時～15時１月９日㈭・22日㈬13時～15時
内容　内容　筆文字を学びます筆文字を学びます
定員　定員　各日７人（申し込み順）各日７人（申し込み順）
参加料　参加料　各日1,500円各日1,500円
申し込み　申し込み　当日までに当日までに鹿鹿

しかしか

内内
うちうち

さんさん
� （☎090－2074－3827）� （☎090－2074－3827）

ＮＰＯ講座『ＮＰＯ講座『定定
て いて い

款款
か んか ん

について』について』
（市民活動センター主催）（市民活動センター主催）
日時　日時　１月22日㈬15時～17時１月22日㈬15時～17時
内�容　内�容　特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）の改正特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）の改正
や特定非営利活動法人を設立する際に必要となや特定非営利活動法人を設立する際に必要とな
る『る『定定

ていてい

款款
かんかん

』作りのポイントなどについて、わか』作りのポイントなどについて、わか
りやすくお伝えしますりやすくお伝えします

講�師　講�師　黒﨑司法書士・行政書士事務所　黒﨑司法書士・行政書士事務所　黒黒
くろくろ

﨑﨑
さきさき

清清
きよしきよし

ささ
んん
対�象　対�象　特定非営利活動法人の方、特定非営利活動特定非営利活動法人の方、特定非営利活動
法人の設立を考えている方法人の設立を考えている方
定員　定員　15人（申し込み順）15人（申し込み順）
参加料　参加料　500円500円
申し込み　申し込み　１月21日㈫までにのぼりん１月21日㈫までにのぼりん

夜のつどい－子育てサロン－夜のつどい－子育てサロン－
（市民活動センター主催）（市民活動センター主催）
日時　日時　１月24日㈮17時30分～18時30分１月24日㈮17時30分～18時30分
内�容　内�容　歯の日常のケアや虫歯などの予防について歯の日常のケアや虫歯などの予防について
講話を聞き、軽食をとりながら交流します講話を聞き、軽食をとりながら交流します
講師　講師　なかがわ歯科医院院長・なかがわ歯科医院院長・仲仲

なかなか

川川
がわがわ

弘弘
ひろひろ

誓誓
ちかちか

さんさん
対�象　対�象　子育て中の方子育て中の方
※�託児（２歳以上・※�託児（２歳以上・
５人まで）があり５人まで）があり
ます。ます。
定�員　定�員　10人（申し込10人（申し込
み順）み順）
参�加料　参�加料　１人200円１人200円
申�し込み　申�し込み　１月22日１月22日
㈬までにのぼりん㈬までにのぼりん
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



ふぉれすと鉱山に遊びに行こうに遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 5 6 9

　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。

子どもスキー教室
～森のゲレンデ入門～
　スキー靴の履き方やスキー板で歩く練習、ハの
字で止まる練習など、初心者向けのスキー教室を
行います。
日時　１月９日㈭～11日㈯10時～12時30分
対象　４歳児～小学１年生（４歳児は保護者同伴）
定員　８人（申し込み順）
参加料　800円
※�スキー道具をレンタルする場合、追加で100円
かかります。
持�ち物　スキー道具一式（お持ちの方のみ）、ス
キーウエア、手袋、帽子、防寒着、飲み物など
申し込み　１月８日㈬までにふぉれすと鉱山

冬休みスペシャルウイーク
　子どもから大人まで楽しめるイベントや冬を楽
しむ日替わりプログラムをたくさん用意していま
す。
※プログラムによっては、対象や定員があります。
日時　１月11日㈯～13日㈪10時～15時
参加料　実費
持�ち物　野外で活動できる服装と靴、手袋、帽子、
防寒着など
※当日、直接ふぉれすと鉱山にお越しください。

歩くスキー体験会
　歩くスキーの基本から散策までを楽しみます。
日時　１月17日㈮・30日㈭10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　各回800円
持�ち物　スキーウエア、手袋、帽子、着替え、サ
ングラス（お持ちの方のみ）、飲み物
※�申し込み時に身長と足のサイズをお伝えくださ
い。
申�し込み　参加を希望する日の前日までにふぉれ
すと鉱山

里山づくりの日
～炭焼きの日～
　炭作りを体験して楽しみます。
日時　１月25日㈯10時～12時
対象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
定員　30人（申し込み順）
参加料　200円
持ち物　野外で活動できる服装と靴、帽子など
申し込み　１月24日㈮までにふぉれすと鉱山

ふぉれすと鉱山・冬まつり
　今年で13回目を迎える冬まつり。子どもから大
人まで楽しめる活動を用意しています。
※プログラムによっては、定員があります。
日時　２月２日㈰10時～15時
参加料　実費
持ち物　野外で活動できる服装と靴、手袋など
※当日、直接ふぉれすと鉱山にお越しください。

はじめてのスノーハイク
　冬の森を歩くための『ネイチャースキー』で、
雪景色を楽しみながら体を動かします。
日時　２月２日㈰10時～12時30分
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　700円
持�ち物　野外で活動できる服装、防水性のある靴、
手袋、帽子など

申し込み　２月１日㈯までにふぉれすと鉱山

わんぱくキャンプ・冬
　雪遊びやご飯作りの後にテント泊を楽しみます。
日時　２月１日㈯10時～２日㈰９時
対象　小学４年生～中学３年生
定員　12人（申し込み順）
参加料　2,500円
※持ち物は、参加する方に別途お知らせします。
申し込み　１月30日㈭までにふぉれすと鉱山
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若いチカラが登別の未来を創る

申し込み・問い合わせ
登別消費者協会（☎�8307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館
☎�４３２４

※�市立図書館では、毎月購入している本の一覧を差
し上げています。ご利用ください。

ゆずります
●テーブル（木製）●座卓（６人用）●洋服だんす●加
湿器●車止めブロック（60×20×10㌢㍍）●婦人用自転
車（26㌅）●子ども用自転車（女の子用・22㌅）●手す
り（浴室用）●大人用紙おむつ・尿とりパッド（男女兼
用）●素焼き植木鉢（大小15個）●ひな飾り（七段）●
漬物樽（中型）●冷凍庫（80㍑）●剣道具一式●琴一式
●洗濯機（６㌔㌘）●ボーリングボール（４個）●テニ
スラケット

ゆずってください
●冷凍庫●小型洗濯機（バケツ型）●電動ミシン●ＤＶ
Ｄプレーヤー●ビデオデッキ●カセットデッキ●ＩＣレ
コーダー●デジタルカメラ●子ども用自転車（20㌅）●
婦人用自転車●双子用ベビーカー●２段ベッド（子ども
用）●電気スタンド●石油ストーブ（煙突式）●石油ス
トーブ（床暖付）●保冷容器（釣り用）●瞬間湯沸かし
器（プロパンガス用）●歩くスキー用ストック（130～
140㌢㍍）●歩くスキー用靴（26㌢㍍）●セミダブルベ
ッド●ソファー（２人用）●パソコン（新型）●Ｗi－
Ｆiルーター●折りたたみ式自転車（ギア付き）●カー
ボンヒーター●薪ストーブ●押し切り（牧草裁断用）

弾丸メシ
堂
どう

場
ば

　瞬
しゅん

一
いち

�著
　『必ず日帰り』・『食事は１時間
以内に済ませる』・『絶対に残さな
い』という３つの掟をもとに、弾丸
旅行でご当地名物を食べに行くグル
メエッセイです。
　エッセイスト・平

ひら

松
まつ

洋
よう

子
こ

との対談
も収録。

◇十
と

三
さ

の海鳴り� 安
あ

部
べ

龍
りゅう

太
た

郎
ろう

�著
◇ツナグ 想い人の心得� 辻

つじ

村
むら

　深
み

月
ずき

�著
◇カエルの小指� 道

みち

尾
お

　秀
しゅう

介
すけ

�著

なんでもモッテルさん

　モッテルさん一
いっ

家
か

はお金
かね

持
も

ち。美
び

術
じゅつ

品
ひん

や宝
ほう

石
せき

、おもちゃなど、何
なん

でも
買
か

って、何でも持
も

っています。とこ
ろがある日、大

おお

嵐
あらし

がやってきて…。
『お金

かね

で買
か

えない大
たい

切
せつ

なもの』とは。

アヤ井
い

　アキコ�絵
え

◇みーんなねちゃった？� オードレイ・プシエ�作
さく

◇ふしぎ駄
だ

菓
が

子
し

屋
や

銭
ぜに

天
てん

堂
どう

 12� 廣
ひろ

嶋
しま

　玲
れい

子
こ

�作
さく

◇義
よし

男
お

の空
そら

（１～12）全12巻� エアーダイブ�製
せい

作
さく

不用品 市ダイヤル

日�

時
　

・・
１
月
18
日
㈯
11
時
～
14
時
3０
分

・・
１
月
26
日
㈰
1０
時
～
14
時
3０
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

12
月
２
日
㈪
、
日
本
工
学
院
北
海

道
専
門
学
校
情
報
処
理
科
は
、
幌
別

小
学
校
の
４
年
生
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
　
オ
ブ
　
シ
ン
グ
ス
の

略
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ノ
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
こ
と
）
を
活

用
し
た
体
験
学
習
（
同
小
学
校
主
催
）

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
自
走
ロ
ボ
ッ
ト
を
自
分

た
ち
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
、
目
的

の
場
所
に
ゴ
ー
ル
さ
せ
る
こ
と
が
最

終
目
標
。

始
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
仕
組
み
を

学
ん
だ
児
童
た
ち
は
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
操
作

し
、
動
作
の
組
み
合
わ
せ
や
順
序
を

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
を
達
成
す
る
た
め
の
組
み

合
わ
せ
が
数
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、

児
童
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
内
で
ア
イ
デ

ア
を
盛
ん
に
出
し
合
い
、
楽
し
み
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

医
療
や
農
業
な
ど
、
身
近
な
分
野

で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
。
同

専
門
学
校
で
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
つ
い
て
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て

市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
身
近
に

１
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
＋
体
験
入
学

▲�グループごとにたくさんの意見が出
た話し合い

▲�試行錯誤を経て完成させたロボット
を操作する児童

※�令和元年12月25日㈬から令和２年１月６日㈪までは
年末年始のため休みます。

※�申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間
は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込みく
ださい。

※無料に限ります。
▶登録できないもの
　�衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせん
品としてふさわしくないもの
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　 � ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

室
内
ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

子
ど
も
た
ち
と
大
根
抜
き

生
徒
と
一
緒
に

秋
の
町
内
会
ク
リ
ー
ン
作
戦

地
域
の
絆
を
深
め
た
『
秋
ま
つ
り
』

　
美
園
南
町
内
会
は
、
み
そ
の
園
で
、

室
蘭
市
の
町
内
会
が
考
案
し
た
と
い

う
室
内
ス
ポ
ー
ツ
『
ス
リ
ー
エ
イ
』

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
道
具
を
使
い
、

床
に
設
置
し
た
円
形
の
的
を
狙
っ
て

ボ
ー
ル
を
打
ち
合
う
こ
と
で
得
点
を

競
い
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
『
ス
リ
ー
エ
イ
』
。
参
加

し
た
3５
人
は
、
笑
い
が
絶
え
な
い
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

美
園
南
町
内
会

�

会
長
　
岸き

し

　
　
正ま

さ

治は
る

　
　

　
美
園
町
会
で
は
、
『
食
』
へ
の
関

心
を
さ
ら
に
高
め
て
も
ら
う
た
め
、

美
園
児
童
セ
ン
タ
ー
に
通
う
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
大
根
の
種
を
ま
き
、

こ
の
た
び
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
生
育
が
良
く
、
子
ど
も
た

ち
は
大
き
な
大
根
に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
力
を
合
わ
せ
て
収
穫
し
、
町

内
会
員
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

漬
物
用
と
し
て
下
ご
し
ら
え
し
ま
し

た
。

美
園
町
会

�

会
長
　
中な

か

島じ
ま

　
康や

す

晴は
る

　
　

　
新
川
第
二
町
内
会
は
、
北
海
道
登

別
明
日
中
等
教
育
学
校
の
生
徒
と
一

緒
に
、
秋
の
町
内
会
ク
リ
ー
ン
作
戦

に
参
加
し
ま
し
た
。
町
内
会
員
38
人
、

同
校
の
生
徒
22
人
、
教
員
３
人
の
計

63
人
が
参
加
し
、
交
流
を
図
り
な
が

ら
、
沿
道
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻

な
ど
を
拾
い
集
め
、
き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

新
川
第
二
町
内
会

�

会
長
　
佐さ

藤と
う

　
好よ

し

正ま
さ

　
　

　
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
は
、

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
『
秋
ま

つ
り
』
を
開
催
し
、
町
内
会
員
に
よ

る
写
真
や
編
み
物
な
ど
の
作
品
展
示
、

幌
別
東
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
お
昼
に
は
、
婦
人
部
が
手
作
り
お

で
ん
と
お
に
ぎ
り
を
振
る
舞
い
、
地

域
の
絆
が
よ
り
深
ま
る
『
秋
ま
つ
り
』

と
な
り
ま
し
た
。

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

�

婦
人
部
長
　
山や

ま

田だ

美み

津つ

恵え
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人のうごき（令和元年11月末日現在）／人口47,675人（－87）世帯24,769（－14）（　）は前月比

　初打ちとは、刀工などの職人が一
年の仕事の安全を祈願し、仕事場を
清める伝統儀式です。
　日本刀の材料として使われる、砂
鉄が原料の玉

たま

鋼
はがね

を真っ赤に焼き、鎚
つち

で打って鍛えます。自由にご覧いた
だけますので、ぜひ、お立ち寄りく
ださい。
▶日時　１月12日㈰10時～
▶�場所　だて歴史文化ミュージアム
体験学習館（伊達市梅本町57－１）

▶問い合わせ　伊達観光物産公社
� （☎０１４２�５５６７）

ウポポイ開設100日前イベント 刀鍛冶伝統行事『初打ち』冬休み科学館祭

　工作教室や実験教室、食べ物教室
などを日替わりの内容で開催します。
　また、12日にはストロー弓矢など
で遊べるおもしろ遊びランドに風船
家Ｎ

ノ

ＯＲ
リ

Ｉさんがやってきます。
▶�日時　１月12日㈰・13日㈪10時～
16時
▶場所　室蘭市青少年科学館
▶�入館料　大人400円（65歳以上250
円、高校生200円、中学生以下100
円）
▶問い合わせ　室蘭市青少年科学館
� （☎�１０５８）

　４月24日㈮、白老町に誕生するウ
ポポイ。残り100日となった開設に
向けて、一緒に盛り上げませんか。
▶�日時　１月13日㈪13時30分～15時
30分
▶�場所　白老町中央公民館（白老町
本町１丁目１－１）
▶�内容　アイヌ民族文化財団による
ムックリ演奏、石

いし

原
はら

可
か

奈
な

子
こ

さんの
ピアノ演奏、森

もり

崎
さき

博
ひろ

之
ゆき

さんのトー
クショーなど
▶�問い合わせ　白老町アイヌ総合政
策課（☎０１４４�７７３９）

　第49回登別温泉湯まつりが、２月３
日㈪、４日㈫の２日間に渡り開催され
ます。
　豊富な湯量と多彩な泉質、湯の効能
に感謝し、『湯』が尽き
ることのないよう繁栄と
無病息災を祈願する祭り
です。
　閻魔大王の使者である
赤鬼・青鬼の『湯

ゆ

鬼
き

神
じん

』
が温泉街を練り歩き、皆
さんの厄を払うほか、４
日には下帯姿の若者たち
が激しくお湯を掛け合う
『源泉湯かけ合戦』が行
われます。勇壮で熱気あ
ふれる祭りをぜひ体感く
ださい。

問い合わせ　�登別国際観光コンベンション
協会（☎�３３１１）

開催日　２月３日開催日　２月３日（月）（月）・４日・４日（火）（火）

※�都合により時間・催し物を一部変更する場合があります。

第４９回

登別温泉湯まつり

時　　間 行　　事 場　　所

３
日
㈪

13時～15時
カルルス温泉訪問
湯治客を訪問し、湯鬼神か
ぐらと厄払い

カルルス温泉

18時～ 源泉汲み上げ・分湯式
湯まつり開始セレモニー 泉源公園

18時20分～21時 厄払い湯
ゆ

鬼
き

神
じん

訪問 登別温泉街

21時～21時30分 湯鬼神かぐら、子宝もちつ
き舞、甘酒・餅ふるまい 泉源公園

21時30分～22時30分 厄払い湯鬼神群舞 登別温泉街

時　　間 行　　事 場　　所

４
日
㈫

18時～20時 厄払い湯鬼神訪問 ホテル・旅館

20時～21時 湯鬼神かぐら、子宝もちつ
き舞、甘酒・餅ふるまい 泉源公園

21時10分～21時30分 源泉湯かけ合戦 泉源公園


